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は
じ
め
に

室
町
時
代
に
お
い
て
陰
陽
師
は
三
位
昇
進
・
家
格
上
昇
に
よ
り
最
盛
期
を
迎

え
、
中
世
的
国
家
運
営
あ
る
い
は
権
力
的
象
徴
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
は
明
白
で
あ
る
。
柳
原
敏
昭
氏
は
足
利
義
満
に
よ
る
権
威
簒
奪
と
陰
陽
道
の

関
係
に
着
目
し
、
一
連
の
論
考（

１
）に

よ
り
、
室
町
時
代
の
陰
陽
道
の
概
説
的
様
相
を

明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
陰
陽
道
は
よ
う
や
く
本
格
的
な
研
究
の
端
緒
に

付
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
木
村
純
子
氏
は
柳
原
氏
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
た

上
で
、
室
町
時
代
の
陰
陽
師
の
活
動
、
寺
院
と
の
つ
な
が
り
な
ど
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
た（

２
）。

ま
た
室
町
時
代
に
は
数
多
く
陰
陽
道
祭
・
祓
が
行
わ
れ
、
そ
の
祭
祀
儀
礼
に
関

し
て
は
近
年
特
に
研
究
が
進
み
、
小
坂
眞
二
氏
に
よ
り
実
際
に
行
わ
れ
た
占
法
に

至
る
ま
で
事
細
か
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

３
）。

柳
原
氏
の
論
考
の
対
象
と
す
る
時
代
以
後
、
す
な
わ
ち
嘉
吉
以
後
に
関
し
て
も

森
茂
暁
氏（

４
）・

末
柄
豊
氏（

５
）ら

に
よ
り
論
じ
ら
れ
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
陰
陽
道
か
ら

要　

旨

　

室
町
時
代
は
陰
陽
道
の
最
盛
期
で
あ
る
。
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
細
分
化
し
て
い
た
陰

陽
家
は
、
南
北
朝
を
経
て
安
倍
有
世
系
統
・
有
茂
系
統
と
賀
茂
在
弘
系
統
の
二
家
三
系

統
へ
と
集
約
し
て
い
く
。
し
か
し
集
約
後
は
、
安
倍
氏
と
賀
茂
氏
と
い
う
二
家
間
で
の

争
い
へ
と
シ
フ
ト
す
る
。
将
軍
家
あ
る
い
は
公
家
へ
の
奉
仕
を
す
る
場
面
は
、
室
町
時

代
史
料
に
は
多
く
現
れ
る
。
そ
う
し
た
奉
仕
の
場
面
で
構
成
あ
る
い
は
招
集
さ
れ
る
陰

陽
師
の
面
々
に
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
基
準
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
陰
陽
師
を
招
集

す
る
側
に
と
っ
て
有
力
な
陰
陽
家
あ
る
い
は
陰
陽
師
は
、
重
要
な
祭
祀
・
儀
礼
に
お
い

て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

平
安
・
鎌
倉
・
室
町
時
代
と
変
わ
ら
ず
重
要
な
あ
る
種
の
不
定
期
的
な
卜
占
で
あ
っ

た
「
軒
廊
御
卜
」
を
中
心
に
参
陣
す
る
陰
陽
師
に
ど
の
よ
う
な
基
準
が
あ
っ
た
の
か
、

法
則
性
が
存
在
し
た
の
か
を
検
証
し
て
み
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
貴
族
た
ち
の
当
時
の
陰

陽
家
に
対
す
る
評
価
を
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

室
町
時
代　

陰
陽
道　

軒
廊
御
卜

*

細　

田　

慈　

人
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一
、
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
「
軒
廊
御
卜
」
再
考

　
　
　
　

（
一
）「
軒
廊
御
卜
」
の
手
順

ま
ず
、
本
稿
の
素
材
で
あ
る
室
町
時
代
に
お
い
て
の
「
軒
廊
御
卜
」
に
関
し
て

簡
潔
に
再
考
を
行
っ
て
お
く）

（
（

。「
軒
廊
御
卜
」
は
平
安
時
代
か
ら
古
記
録
な
ど
に

頻
繁
に
現
れ
る
卜
で
あ
り
、
天
皇
や
国
家
の
安
危
に
か
か
わ
る
当
時
最
高
位
の
卜

占
で
あ
っ
た
。
飢
饉
・
大
雨
・
地
震
と
い
っ
た
自
然
災
害
、
蛇
や
鼠
の
死
骸
が
出

現
し
た
な
ど
の
怪
異
と
呼
ば
れ
る
も
の
、
ま
た
火
災
な
ど
に
よ
る
焼
失
や
大
風
等

に
よ
る
諸
社
寺
の
建
造
物
の
破
損
・
傾
倒
が
起
き
た
際
、
あ
る
い
は
諸
国
衙
か
ら

奏
上
さ
れ
た
異
変
に
際
し
て
内
裏
紫
宸
殿
に
向
か
っ
て
右
側
の
回
廊
（
軒
廊
）
に

お
い
て
上
卿
主
導
の
も
と
、
神
祇
官
・
陰
陽
寮
の
官
人
が
出
仕
し
て
お
こ
な
っ
た

卜
占
で
あ
る
。
神
祇
官
の
「
官
卜
」
は
灼
甲
を
、
陰
陽
寮
の
「
寮
占
」
は
六
壬
式

占（
７
）を

用
い
た
。
卜
占
の
結
果
、
変
事
あ
る
い
は
凶
事
の
予
兆
で
あ
る
と
決
ま
れ

ば
、
卦
兆
の
定
め
る
方
角
の
社
に
祈
謝
使
が
撥
遣
さ
れ
、
占
断
に
応
じ
た
日
数
、

天
皇
及
び
公
家
が
物
忌
に
服
す
、
と
い
う
流
れ
を
と
る
。
ま
た
、
天
皇
が
内
々
に

行
う
御
ト
も
あ
っ
た
。

こ
の
「
軒
廊
御
卜
」
は
平
安
・
鎌
倉
時
代
と
時
代
を
経
て
も
行
わ
れ
、
そ
れ
は

室
町
時
代
に
至
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
が
、
実
際
に
記
録
上
に
残
る
「
軒
廊
御
卜
」

は
平
安
・
鎌
倉
の
そ
れ
ら
と
比
べ
る
ま
で
も
な
く
格
段
に
数
が
少
な
い
。
本
稿
の

考
察
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
古
記
録
を
中
心
に
南
北
朝
・
室
町
末
期
ま
で
の
間
に

行
わ
れ
た
「
軒
廊
御
卜
」
を
管
見
の
限
り
一
覧
表
に
し
て
み
た
。
そ
れ
が
表
一
で

近
世
へ
と
変
化
し
て
い
く
様
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
陰
陽
頭
や
上
臈
の
陰
陽
師
な
ど
に
触
れ
つ
つ
も
そ
の
構
成
に

関
し
て
は
未
だ
踏
み
込
め
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
陰
陽
道
は

将
軍
家
と
密
接
で
あ
っ
た
が
、
何
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
朝
廷
祭
祀
や
公
家
へ

の
私
的
奉
仕
な
ど
と
も
非
常
に
密
接
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
奉
仕
の
記
録
に
は
参

陣
し
た
陰
陽
師
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
陰
陽
師
・
陰

陽
家
の
参
陣
に
な
ん
ら
か
の
法
則
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
構
成
さ
せ
た
側
の
意

思
が
そ
の
法
則
に
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
陰
陽
師
内
で
の
序
列
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

南
北
朝
期
に
お
い
て
家
の
細
分
化
、
陰
陽
家
間
に
お
け
る
競
争
の
激
化
に
よ

り
、
安
倍
氏
・
賀
茂
氏
の
系
統
の
突
出
が
現
れ
は
じ
め
、
や
が
て
柳
原
氏
や
木
村

氏
が
指
摘
す
る
安
倍
有
世
系
統
・
安
倍
泰
宣
系
統
・
賀
茂
在
弘
系
統
の
陰
陽
道
家

内
の
優
位
性
の
確
立
へ
と
移
行
す
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
構
成
さ
れ
る
陰
陽

師
の
参
陣
は
、
陰
陽
道
家
内
と
り
わ
け
安
倍
氏
・
賀
茂
氏
に
お
け
る
優
位
の
者
を

示
す
格
好
の
材
料
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
主
に
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
「
軒
廊
御
卜
」
を
中
心
に
陰
陽
師

の
参
陣
の
構
成
を
取
り
上
げ
る
。
「
軒
廊
御
卜
」
と
い
う
陰
陽
師
に
と
っ
て
「
最

高
位
の
卜
い
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
に
参
陣
し
た
陰
陽
師
の
構
成
を
検
証
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
当
時
の
陰
陽
師
の
招
集
に
際
し
て
、
ど
の
よ
う
な
構
成
意
識
が
あ
っ

た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
参
陣
自
体
が
陰
陽
師
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
の
か
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
と
思
う
。
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陰
陽
師
。
於
蔵
人
所
被
問
。
進
卜
文
。
皆
連
署
。
或
七三

人
。
或若

三七

人
。
神
祇

官
卜
於
弓
場
勤
。
如
蔵
人
令
卜
。
非
強
事
者
御
卜
不
可
行
之
由
。
在
寛
平
誡

訓
。
官
寮
不
同
之
時
。
用
官
也
。
又
内
々
密
々
以
女
房
書
被
問
陰
陽
師
家
常

事
也）

（（
（

。

「
諸
社
寺
并
所
々
奇
恠
珍
事
出
来
。
先
軒
廊
御
卜
。」
と
あ
り
、
諸
社
寺
ま
た

は
所
々
で
奇
怪
珍
事
が
生
じ
た
際
は
先
ず
「
軒
廊
御
卜
」
を
行
う
と
し
、
上
卿
が

職
事
を
以
っ
て
御
卜
を
行
う
理
由
、
ま
た
そ
の
程
度
を
問
い
、
上
卿
は
兼
日
官
寮

に
物
忌
が
重
な
る
か
ど
う
か
を
聞
き
、
重
な
っ
て
い
れ
ば
職
事
は
下
知
を
出
し
て

軒
廊
御
卜
を
行
わ
な
い
。
更
に
「
強
の
事
」
つ
ま
り
は
急
を
要
す
る
程
の
重
大
な

事
態
で
な
け
れ
ば
御
卜
を
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
『
寛
平
御
遺
誡
』
に
あ
っ
た

と
も
あ
り
、
天
皇
家
に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
軒
廊
御
卜
」
は
、
物
忌
の
有
無
と
御
卜
に
至
る
か
至
ら
な
い
か
と
い
う
理
由

の
軽
重
判
断
の
二
点
の
ど
ち
ら
か
が
あ
れ
ば
御
卜
を
行
わ
な
い
と
い
う
条
件
が

あ
っ
た
。
更
に
、
神
祇
官
と
陰
陽
寮
が
違
う
占
断
を
下
し
た
場
合
に
は
、
官
を
用

い
る
と
も
あ
り
、
故
実
書
の
「
軒
廊
御
卜
」
に
お
い
て
、
陰
陽
寮
は
官
の
補
佐
的

な
役
割
と
い
う
立
ち
位
置
に
居
た
と
判
断
出
来
る
。『
禁
祕
抄
』
に
は
こ
れ
以
上

の
記
述
は
無
く
、
更
に
故
実
書
の
項
目
の
流
れ
に
関
し
て
詳
し
く
知
る
た
め
に

『
北
山
抄
』
と
『
江
家
次
第
』
に
関
し
て
見
て
み
る
。

【
史
料
三
】『
北
山
抄
』
巻
六　

備
忘
略
記　

軒
廊
御
卜
事

軒
廊
御
卜
事

卜
部
直
氏
卜
之
。
中
臣
氏
相
具
。
但
至
件
氏

有
不
具
例
。
六
位
者
依
姓
次
着
座
云
々
。

上
卿
奉
仰
、
仰
外
記
、
令
召
神
祇
官
・
陰
陽
寮
。
各
率
僚
下
参
入
。
應
召
入

自
日
華
門
、
着
軒
廊
座
。

東
第
三
間
以
東
、
神
祇
官
候
西
上
。
第
一
間
以
西
、
陰
陽
寮
候
東
上
。

掃
部
寮
予
敷
座
、
主
殿
寮
・
主
水
司
設
水
火
、
大
膳
職
奉
坏
云
々
。

上
卿
召
神
祇

あ
る
。
上
限
は
一
般
に
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
起
点
と
さ
れ
る
建
武
政
権
成
立
と

し
、
下
限
は
「
軒
廊
御
卜
」
を
管
見
の
限
り
で
最
後
に
確
認
で
き
た
延
徳
二
年

（
一
四
九
〇
）
と
し
た
。

最
も
遡
る
の
は
、
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）、
最
も
下
る
の
が
延
徳
二
年
で
あ

り
、
延
徳
二
年
以
後
、
管
見
の
限
り
で
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
暦
応
元
年
か
ら

延
徳
二
年
ま
で
の
約
一
五
〇
年
の
間
に
五
十
件
行
わ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る）

8
（

。

さ
て
、
で
は
室
町
時
代
に
お
け
る
「
軒
廊
御
卜
」
と
は
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
行

わ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
行
わ
れ
る
基
準
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
故
実
書
か

ら
「
軒
廊
御
卜
」
に
関
し
て
引
い
て
く
る
。

【
史
料
一
】『
禁
祕
抄
』
一
、
陰
陽
道　

条

近
代
軒
廊
外
。
内
々
御
卜
之
時
。
於
蔵
人
所
或
便
宜
之
所
有
之
。
但
無
殊
事

之
時
。
不
可
有
御
卜
。
在
寛
平
遺
誡
。
行
幸
反
閇
之
外
。
時
々
有
身
固
事）

9
（

。

「
内
々
の
御
卜
」
を
蔵
人
所
或
い
は
便
宜
の
所
で
行
い
、
と
く
に
重
大
な
こ
と

で
な
け
れ
ば
御
卜
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
あ
り
、
「
在
寛
平
遺
誡
」
と
し

て
い
る
。
ま
た
「
内
々
の
御
卜
」
と
あ
る
よ
う
に
天
皇
が
日
常
的
に
う
ら
な
わ
せ

て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
「
軒
廊
御
卜
」
と
い
う
語
に
関
し
て
は

こ
の
史
料
に
見
当
ら
な
い
。
「
軒
廊
御
卜
」
と
い
う
語
は
同
じ
く
『
禁
祕
抄
』
の

「
御
卜
」
の
条
に
見
え
る
。

【
史
料
二
】
『
禁
祕
抄
』
御
卜　

条

諸
社
寺
并
所
々
奇
恠
珍
事
出
来
。
先
軒
廊
御
卜
。
上
卿
行
之
。
神
祇
官
陰
陽

寮
卜
申
。
上
卿
以
職
事
申
子
細
。
被
問
輕
重
子
細
。
上
卿
兼
日
問
官
寮
申

也之

。
可ン

バ

有
御
物
忌
。
職
事
下
知
之
。
又
不
及
軒
廊
御
卜
。
内
々
（
之
）
事
召
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N
o.

和
暦

月
日

上
卿

神祇官
参陣人数

陰陽寮
参陣人数

目
的

発
生

場
所

怪
異

備
考

出
典

表
一

「
軒
廊
御
卜
」一
覧（
暦
応
～
延
徳
年
間
）

（
１

）
出

典
に

関
し

て
は

次
の

よ
う

に
記

し
た

。
中

＝
中

院
一

品
記

（
歴

代
残

闕
日

記
）

迎
＝

迎
陽

記
（

史
料

纂
集

）
兼

＝
兼

宣
公

記
（

史
料

纂
集

）
愚

＝
愚

管
記

（
大

日
本

古
記

録
）

荒
＝

荒
暦

（
史

料
集

覧
）

宗
＝

宗
賢

卿
記

（
歴

代
残

闕
日

記
）

後
愚

＝
後

愚
昧

記
（

大
日

本
古

記
録

）
史

愚
＝

続
史

愚
抄

（
国

史
大

系
）

建
＝

建
内

記
（

大
日

本
古

記
録

）
康

＝
康

富
記

（
増

補
史

料
大

成
）

郷
＝

師
郷

記
（

史
料

纂
集

）
氏

＝
氏

経
記

（
三

重
県

史
　

史
料

篇
）

押
＝

押
小

路
文

書
（

内
閣

文
庫

・
京

大
※

刊
本

無
し

、
所

蔵
は

上
記

、
本

稿
で

は
大

日
本

史
料

内
の

も
の

を
使

用
）

京
＝

京
都

御
所

東
山

御
文

庫
記

録
吉

＝
吉

田
家

日
次

記
（

東
大

史
料

編
纂

所
写

本
）

（
２

）
記

述
が

な
く

、
判

明
し

て
い

な
い

部
分

は
「

―
」

で
示

し
た

。

（
３

）
N

o,に
関

し
て

は
表

２
の

N
o,と

対
応

し
て

い
る

。

（
４

）
史

料
収

集
に

は
努

め
た

が
管

見
に

入
っ

た
分

の
み

一
覧

に
し

た
。

（
暦

応
１

閏
７

（8
大

納
言

源
具

親
―

（
遷

宮
日

時
定

岩
清

水
八

幡
宮

火
災

安
倍

泰
世

参
陣

岩
・

後
愚

・
田

（
暦

応
２

（（
（0

中
院

通
冬

4
3

造
伊

勢
神

宮
杣

三
河

国
設

楽
山

違
乱

泰
世

・
泰

尚
・

良
宣

参
陣

中
3

暦
応

３
（（

（（
中

院
通

冬
―

―
太

神
宮

禰
宜

任
官

太
神

宮
人

為
「

各
卜

申
」

複
数

参
陣

ｶ
中

4
暦

応
４

3
（4

按
察

大
納

言
通

冬
3

（
怪

異
吉

凶
住

吉
社

触
穢

助
安

部
良

宣
守

（
康

永
１

（
4

春
宮

権
大

夫
実

夏
―

―
月

次
幣

物
神

祇
官

預
置

伊
勢

路
不

通
天

災
四

度
延

引
八

月
九

日
行

守
（

康
永

１
（

（
春

宮
権

大
夫

実
夏

例
引

勘
下

鴨
社

火
災

傾
倒

八
月

九
日

行
守

（
康

永
１

8
9

春
宮

権
大

夫
実

夏
―

―
怪

異
吉

凶
・

奉
幣

撥
遣

春
日

社
怪

異
N

o（･（も
同

時
に

卜
占

京
8

康
永

１
（（

（0
按

察
大

納
言

通
冬

（
（

神
輿

改
造

可
否

東
大

寺
八

幡
宮

觸
穢

中
9

貞
和

３
4

是
月

源
大

納
言

通
冬

―
―

―
―

不
明

史
愚

（0
貞

和
５

（
（0

権
中

納
言

藤
原

國
俊

―
―

怪
異

吉
凶

・
鳴

動
吉

凶
岩

清
水

八
幡

宮
怪

異
・

天
災

守
（（

貞
和

５
8

（（
左

頭
中

将
定

宗
―

―
―

―
―

（（日
延

引
後

、
不

明
守

（（
延

文
５

3
（9

新
中

納
言

具
道

―
―

造
正

殿
寸

法
式

文
順

守
伊

勢
内

宮
正

殿
造

替
式

文
順

守
吉

と
の

結
果

愚
（3

貞
治

２
（

（（
新

中
納

言
忠

光
―

―
井

戸
枯

渇
・

盗
人

吉
凶

外
宮

井
涸

吉
田

神
体

盗
天

災
・

人
為

後
愚

（4
貞

治
３

（
（

権
中

納
言

藤
原

忠
光

（
（

内
宮

遷
宮

遅
怠

皇
大

神
宮

怪
異

御
教

書
有

り
守

（（
応

安
４

（
（

藤
中

納
言

忠
光

（
（

造
替

遷
宮

有
哉

否
哉

八
幡

宮
觸

穢
後

愚
（（

応
安

６
4

（3
―

―
―

怪
異

吉
凶

下
鴨

社
怪

異
守

・
史

愚
（（

応
安

６
9

（（
―

―
―

―
―

―
官

公
（8

永
和

３
（（

（
中

院
大

納
言

久
我

具
通

（
（

怪
異

吉
凶

神
宮

・
八

幡
宮

怪
異

後
愚

・
史

愚
（9

永
和

４
3

（9
前

関
白

近
衛

道
嗣

―
―

怪
異

吉
凶

鴨
社

怪
異

愚
（0

永
徳

３
（

（（
帥

中
納

言
仲

光
（

3
盗

人
吉

凶
吉

田
社

小
社

人
為

官
公

・
吉

（（
応

永
１

（（
（

坊
城

中
納

言
俊

任
―

―
怪

異
吉

凶
伊

勢
内

宮
・

賀
茂

下
上

社
怪

異
兼

（（
応

永
３

4
（3

西
大

路
隆

仲
賀

茂
祭

舞
人

召
捕

吉
凶

賀
茂

社
怪

異
義

持
昇

叙
延

引
（3日

行
荒

（3
応

永
３

（（
（（

西
大

路
隆

仲
―

―
怪

火
鴨

河
合

社
火

災
上

卿
は

義
満

荒
（4

応
永

６
4

（
―

―
―

羽
蟻

出
現

吉
凶

春
日

社
怪

異
迎

（（
応

永
（3

（0
（（

―
―

―
枯

木
傾

倒
損

壊
吉

凶
皇

太
神

宮
正

殿
怪

異
勘

申
記

録
の

み
残

存
押

（（
正

長
１

（0
（（

―
―

―
官

廳
造

替
・

山
陵

使
撥

遣
否

哉
官

廳
火

災
詳

細
記

載
無

し
建

（（
永

享
１

9
（4

三
条

大
納

言
公

保
（

3
侍

榮
作

次
第

・
年

限
哉

事
伊

勢
外

宮
人

為
神

人
と

土
民

、
合

戦
郷

（8
永

享
３

（0
（（

三
条

大
納

言
公

保
3

3
神

体
紛

失
・

神
宝

紛
失

吉
凶

伊
勢

別
宮

・
月

読
宮

怪
異

寮
役

、
如

例
致

沙
汰

了
郷

（9
永

享
４

（
（

勧
修

寺
中

納
言

経
成

（
（

神
服

御
剣

袋
鼠

害
吉

凶
吉

田
社

第
二

・
第

四
御

殿
怪

異
当

寮
役

官
僚

座
五

十
疋

被
下

行
之

了
郷

30
嘉

吉
２

（（
（4

権
大

納
言

藤
原

資
廣

（
（

盗
人

吉
凶

・
神

服
紛

失
鼠

損
吉

凶
豊

受
大

神
宮

・
吉

田
社

人
為

・
怪

異
康

3（
嘉

吉
３

4
（3

―
―

―
神

輿
触

穢
造

替
有

哉
否

哉
西

七
条

人
為

松
尾

祭
幸

、
地

下
人

と
駕

輿
丁

争
闘

郷
3（

嘉
吉

３
（

3
三

条
按

察
大

納
言

西
公

保
―

―
白

蛇
死

去
吉

凶
岩

清
水

八
幡

宮
武

内
社

宝
殿

怪
異

詳
細

記
載

無
し

建
33

嘉
吉

３
（

（9
―

―
―

鼬
鼠

蛇
咥

え
出

現
吉

凶
若

宮
八

幡
宮

怪
異

「
天

下
穢

中
、

不
可

被
行

」
に

よ
り

延
引

郷
34

文
安

１
4

是
月

三
条

大
納

言
藤

原
実

量
（

（
雌

鶏
異

様
鳴

吉
凶

熊
野

阿
須

嘉
社

怪
異

康
で

は
同

年
５

月
２

２
日

実
施

康
・

建
・

郷
3（

文
安

２
4

（9
万

里
小

路
時

房
―

―
羽

蟻
群

衆
吉

凶
春

日
社

怪
異

史
愚

3（
文

安
３

3
（（

鷲
尾

中
納

言
隆

遠
3

（
竈

蓋
上

穢
物

＜
牛

足
＞

吉
凶

吉
田

社
竈

神
殿

怪
異

郷
3（

文
安

３
9

4
徳

大
寺

大
納

言
（

（
鳥

居
傾

倒
・

振
動

吉
凶

外
宮

・
高

宮
怪

異
伊

勢
外

宮
カ

郷
38

文
安

４
閏

２
（（

久
我

中
納

言
通

尚
（

（
子

鼠
頭

床
上

有
に

つ
き

吉
凶

吉
田

社
第

一
御

殿
怪

異
郷

・
史

愚
39

文
安

４
9

8
権

中
納

言
持

季
（

（
鳴

動
千

木
鰹

木
落

下
吉

凶
神

宮
怪

異
康

・
郷

40
文

安
５

（
（

中
御

門
宗

継
〈

神
宮

伝
奏

也
〉

4
3

仮
殿

遷
宮

有
哉

否
哉

伊
勢

太
神

宮
怪

異
正

殿
覆

板
并

鰹
木

落
損

康
・

郷
4（

文
安

６
（

（（
権

大
納

言
藤

原
宗

継
3

（
羽

蟻
出

現
・

地
震

多
発

吉
凶

春
日

社
怪

異
・

天
災

康
・

郷
4（

宝
徳

１
8

（（
中

納
言

藤
原

持
季

3
3

鳴
動

・
鰹

木
千

木
落

豊
受

大
神

宮
怪

異
・

天
災

康
・

氏
43

宝
徳

１
（（

（（
権

中
納

言
藤

原
隆

季
（

（
怪

異
吉

凶
吉

田
社

怪
異

康
44

宝
徳

２
3

（（
今

出
川

中
納

言
3

3
神

馬
暴

走
に

つ
き

吉
凶

伊
勢

神
宮

怪
異

・
天

災
御

厨
戸

破
壊

、
逃

走
郷

4（
享

徳
１

8
（9

権
中

納
言

藤
原

俊
秀

（
3

正
殿

千
木

落
・

宮
中

鳴
動

豊
受

宮
怪

異
・

天
災

康
・

郷
4（

享
徳

３
（0

（3
―

―
―

仮
殿

遷
宮

有
哉

否
哉

豊
受

大
神

宮
怪

異
千

木
鰹

木
覆

板
落

下
康

4（
康

正
１

9
（（

広
橋

中
納

言
勝

光
3

（
御

錬
御

鏡
紛

失
吉

凶
・

鳴
動

豊
受

大
神

宮
火

災
・

天
災

忌
火

の
為

紛
失

郷
・

康
48

康
正

３
8

（（
権

中
納

言
藤

原
總

光
―

―
―

―
―

―
宗

・
史

愚
49

寛
正

２
（（

（（
万

里
小

路
大

納
言

冬
房

―
―

山
陵

使
撥

遣
否

哉
誉

田
八

幡
宮

天
災

鳴
動

に
依

る
管

（0
延

徳
２

9
（（

―
―

―
焼

亡
・

奉
幣

有
哉

否
哉

豊
受

大
神

宮
火

災
有

御
卜

者
不

可
無

奉
幣

御
湯
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卜
申
之
由
、

若
有
文
書
下
給
之
、
即
令
傅
見
陰
陽
寮
、
小
野
宮
大
臣
斎
王
卜
定

時
、
召
外
記
筥
入
文
下
給
、
依
辯
・
少
納
言
等
外
以
手
不
可
給
歟
、

還
復
本
座
、
次
召
仰
陰
陽
寮

如
前
、
各
盛

（
成
カ
）勘

文
、
置
筥
蓋
等
進
、

陰
陽
寮
借
用
神

祇
官
筥
蓋
、

、
上
卿
見
畢
、
召
外
記
筥
盛

之
、
付
傅
仰
人
令
奏
、
若
有
可
成
官
符
・
宣
旨
事
者
、
本
解
御
卜
下
官
、
無

重
仰
者
官
・
寮
退
出
、

御
卜
返
給
、

下
給
外
記
、

文
書
留
中
者
不
給
空
筥
、
若
當
子
日
、
或
停

神
祇
官
、
先
令
陰
陽
寮
奉
仕

云　
　

云

、
依
子
日
不
卜
之
、
其
六
壬
卜
當
不
快
、
非

急
事
者
、
改
日
共
可
令
卜）

（（
（

、

「
上
卿
奉
仰
、
卒［

率
］参

議
著
陣
如
恒
、
仰
辯
令
敷
座
、
仰
外
記
令
召
神
祇
官
・
陰

陽
寮
、」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
こ
こ
で
も
上
卿
が
外
記
に
仰
せ
て
官
と
寮
を
呼

ぶ
と
い
う
流
れ
は
変
わ
ら
な
い
。
更
に
子
日
で
神
祇
官
が
「
亀
卜
」
を
行
え
な
い

時
は
、
陰
陽
寮
が
奉
仕
す
る
と
い
う
点
も
同
一
で
あ
る
。
故
実
書
と
い
う
規
定
の

中
で
は
、
こ
れ
ら
の
流
れ
で
「
軒
廊
御
卜
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
流
れ
が
室
町
時
代
の
「
軒
廊
御
卜
」
に
お
い
て
守
ら

れ
て
い
た
の
か
、
表
一
に
あ
げ
た
事
例
か
ら
詳
細
に
軒
廊
御
卜
の
流
れ
を
記
録
し

て
い
る
も
の
を
次
に
あ
げ
て
い
く
。

【
史
料
五
】『
中
院
一
品
記
』
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
十
二
月
十
日
条

蔵
人
左
少
辯
宗
光
可
被
行
軒
廊
御
卜
、
可
奉
行
之
由
相
催
、
同
領
状
了
、

（
略
）、
予
入
本
解
中
著
陣
、

以
車
宿
為

其
所
、

先
奥
、
次
移
著
端
座
、
召
官
人
令
敷

軾
、
次
以
官
人
召
外
記
、
々
々
参
進
小
庭
、
問
官
寮
参
否
、

其
詞
神
祇
官
陰

陽
寮
ハ
候
哉
、

外
記
申

候
之
由
、
予
目
許
、
次
以
官
人
召
辯
宗
光
、
来
軾
、
予
仰
可
令
敷
官
寮
座
之

由
、
次
敷
座
了
、
次
召
外
記
、
官
寮
令
著
ヨ
ト
仰
之
、
次
神
祇
官
兼
員
、
兼

豊
、
兼
前
著
座
、
寮
三
人
経
数
刻
著
座
、
件
座
陣
座
前
立
蔀
内
、
官
ハ
東
上

南
面
、
寮
ハ
西
上
南
面
、
官
與
寮
以
中
為
上
首
也
、
次
予
目
官
兼
員
、
々
々

官
第
一
人
名
。

四
位
召
官

如
常
。

稱
唯
、
進
就
膝
着
、
仰
其
事
吉
凶
可
卜
申
之
由
。

若
有
文
書

下
給
之
、

即
令
傅
見

陰
陽
寮
。

還
復
本
座
後
、
召
仰
陰
陽
寮
如
前
。
各
成
勘
文
、
置
筥
蓋
等
進
之
。
上

卿
見
了
、
召
外
記
筥
盛
之
、
付
傅
仰
人
令
奏
。
重
無
仰
者
、
官
・
寮
退
出
。

御
卜
返
給
者
、

下
給
外
記
。

若
當
子
日
、
或
停
神
祇
官
、
先
令
陰
陽
寮
奉
仕
云
々
。
依
子
日
不
卜

也
。
其
六
壬
卜
尚
又
不
快
。
非
急
事
者
、
改
日
共
令
奉
仕
可
宜）

（（
（

。

『
北
山
抄
』
の
項
目
に
お
い
て
は
「
上
卿
奉
仰
、
仰
外
記
、
令
召
神
祇
官
・
陰

陽
寮
」
と
あ
る
よ
う
に
上
卿
は
外
記
に
仰
せ
て
神
祇
官
と
陰
陽
寮
を
召
す
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
陣
に
付
き
、
上
卿
は
神
祇
官
第
一
名
を
呼
び
、
吉
凶
を
卜
う
こ
と

を
仰
せ
て
、
本
座
に
戻
っ
た
後
、
次
に
陰
陽
寮
を
召
す
。
こ
の
後
、
各
勘
文
を
筥

に
入
れ
て
上
卿
へ
進
め
、
上
卿
が
見
た
後
、
外
記
を
召
し
て
勘
文
を
筥
に
盛
る
。

官
と
寮
は
こ
の
後
に
退
出
す
る
と
い
う
流
れ
を
確
認
出
来
る
。
更
に
子
日
に
あ
た

り
、
神
祇
官
が
「
亀
卜
」
を
行
え
な
い
場
合
は
、
陰
陽
寮
が
行
う
と
規
定
し
て
い

る
。次

に
『
江
家
次
第
』
を
見
て
み
る
。

【
史
料
四
】『
江
家
次
第
』
巻
一
八　

軒
廊
御
卜

軒
廊
御
卜

神
祇
官
卜
部
直
氏
卜
之
、
中
臣
氏
相
具
、
但
至
件
氏
有
不
具
例
、
六
位
依
姓

次
著
座

云　
　

々

、
上
卿
奉
仰
、
卒［

率
］参

議
著
陣
如
恒
、
仰
辯
令
敷
座
、
仰
外
記
令
召

神
祇
官
・
陰
陽
寮
、
或
有
令
史
召
例
、

非也

、
各
卒［

率
］僚

下
参
入
、
應
召
入
日
華

門
、
著
軒
廊
座
、
東
第
三
間
以
西
神
祇
官
候
、

西　上
、

第
一
間
以
西
陰
陽
寮
候
、

東　上
、

以
上
、
掃
部
寮
豫
敷
座
、
主
水
設
水
、
主
殿
設
火
、
大
膳
奉
坏
、
上
卿
召

神
祇
官
第
一
人
名
、

四
位
召
官
朝
臣
、
五
位
召
名
朝
臣
、
但
至

伊
勢
事
、
不
依
位
階
可
召
中
臣
名
云
云
、

稱
唯
進
就
膝
突
、
仰
其
事
吉
凶
可
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後
、
官
人
を
以
っ
て
辯
を
召
し
、
辯
に
官
寮
の
座
を
敷
く
よ
う
に
仰
せ
、
そ
の

後
、
外
記
に
官
寮
を
着
座
さ
せ
る
よ
う
に
仰
せ
て
官
寮
が
着
座
す
る
と
い
う
流
れ

を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
御
卜
の
本
解
を
神
祇
官
が
述
べ
た
後
、
主
水
司
が
水
を
、

主
殿
司
が
火
を
置
い
て
い
る
。
神
祇
官
が
御
卜
で
用
い
る
占
は
「
灼
甲
」
と
呼
ば

れ
る
い
わ
ゆ
る
亀
卜
で
あ
り
、
こ
の
水
と
火
は
、
神
祇
官
の
卜
す
な
わ
ち
亀
卜
に

関
連
す
る
も
の
で
、
軒
廊
御
卜
を
構
成
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

『
北
山
抄
』
や
『
江
家
次
第
』
に
あ
っ
た
と
お
り
、
上
卿
が
外
記
を
召
す
、
あ

る
い
は
辯
を
召
し
て
座
を
敷
か
せ
る
、
外
記
が
神
祇
官
・
陰
陽
寮
を
着
座
さ
せ
る

と
い
う
流
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
す
べ
て
の
軒
廊
御

卜
で
規
定
が
守
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
次
に
同
じ
く
詳
細
記
録
が
残

り
、
な
お
か
つ
故
実
書
と
は
違
う
流
れ
で
行
わ
れ
た
軒
廊
御
卜
を
確
認
す
る
。

【
史
料
六
】『
康
富
記
』
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
六
月
六
日
条）

（（
（

六
日
、（
略
）、
去
月
十
八
日
禰
宜
等
言
上
之
間
、
所
被
行
也
、
又
造
替
遷
宮

式
年
當
今
年
之
間
、
可
被
相
待
乎
、
将
假
殿
遷
宮
先
可
有
哉
否
事
、
同
被
卜

之
、
上
卿
中
御
門
大
納
言
、

宗
繼
卿
、
神

宮
傅
奏
也
、

職
事
頭
左
大
辨
俊
秀
朝
臣
、

神
宮
職

事
也
、

官
方
右

少
辨
勝
光
、

蔵　人
、

権
少
外
記
中
原
康
繼
、

分　配
、

左
少
史
安
倍
盛
時
、
神
祇
官
卜
部

兼
名
朝
臣
、

大
蔵
卿
権
大
副
左
馬

権
頭
越
中
権
守
、

大
中
臣
清
直
朝
臣
、

権
大

副
、

卜
部
兼
種
、

権
少
副
、
大

膳
大
夫
、

卜
部
兼

敏
、

権
少
副
中
務
少
輔
、

兼
名
朝
臣
子
也
、

陰
陽
寮
頭
安
倍
有
季
朝
臣
、

天
文
博

士
、

助
安
倍
有
正
、
民
部
少
輔

賀
茂
在
政
等
参
陣
之
、
、
上
卿
（
略
）、
招
職
事
、
被
奏
御
卜
可
行
之
由
、

職
事
歸
出
、
仰
聞
食
由
、
次
上
卿
召
辯
、
仰
官
寮
座
事
、
辯
仰
史
、
次
掃
部

寮
敷
座
、
薦
七
枚
也
、
次
上
卿
召
外
記
、
康
継
参
小
庭
跪
、
上
卿
被
目
、
外

記
趨
進
軾
、
上
卿
仰
云
、
官
寮
候
哉
、
外
記
申
各
候
之
由
、
上
卿
重
仰
云
、

参
軾
、
下
本
解
、
神
宮
御
杣
事
卜
申
ト
仰
之
、
本
解
可
傅
寮
、
次
歸
座
、
次

目
寮
、
々
参
軾
、
仰
詞
如
前
、
次
主
水
置
水
、
次
主
殿
置
火
、
各
入
坏
也
、

此
間
中
臣
氏
参
著
、
兼
員
云
、
神
祇
権
少
副
大
中
臣
親
直
兼
日
領
状
、
進
代

官
無
先
例
事
候
、
（
略
）、
次
官
御
卜
、
令
清
書
、
各
加
署
入
筥

本
解
縦
入
之
、

御
占
横
入
之
、

進

之
、
予
披
見
置
座
奥
方
、

本
解
同
取

出
之
、

返
給
筥
、
次
寮
占
文
入
筥
進
之
如
前
、
返
給

筥
、
次
召
外
記
、
々
々
持
参
筥
即
欲
退
、
予
召
留
之
、
外
記
近
例
乍
座
御
奏

聞
之
間
、
欲
退
出
之
由
令
申
予
、
為
略
儀
歟
、
今
度
公
事
奉
行
為
初
度
、
可

進
弓
場
、
則
起
座
、
就
弓
場
奏
之
、
御
卜
被
留
御
所
、
被
返
下
筥
、
予
歸
著

陣
、
官
寮
共
退
出
、
（
略
）、

陰
陽
寮

　

占
、
造
伊
勢
太
神
宮
御
杣
山
依
有
違
乱
、
被
用
参
河
國
設
楽
山
吉
凶
如

何
、
今
日
甲
午
、
時
加
申
、
奉
宣
旨
日
時
、
功
曹
臨
戌
、
為
用
将
天
后
、
勝

先
将
白
虎
、
終
何
魁
将

六
合
、
卦
遇
類
、
炎
上

俊
童
造
女
、
無
媱
三
光
、

推
之
宜
歟
、
何
以
言
之
、
用
撥
水
木
神
帯
吉
将
、
終
并
辰
上
見
土
神
得
良

将
、
卦
遇
三
光
、
是
之
故
也
、

　
　
　

暦
応
二
年
十
二
月
十
日　
　
　
　
　

権
大
夫
博
士
安
倍
朝
臣
泰
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助　
　
　
　

安
倍
朝
臣
良
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
膳
大
夫　

安
倍
朝
臣
泰
世）

（（
（

史
料
五
は
室
町
時
代
に
行
わ
れ
た
軒
廊
御
卜
の
詳
細
な
記
述
を
残
す
も
の
で

も
っ
と
も
遡
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
上
卿
が
着
陣
し
た
後
、
官
人
を
以
っ
て

外
記
を
召
し
、
外
記
が
「
神
祇
官
陰
陽
寮
ハ
候
哉
、」
と
小
庭
に
進
ん
で
問
い
、
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『
北
山
抄
』・『
江
家
次
第
』
の
中
に
は
「
上
卿
召
神
祇
官
第
一
人
名
、

四
位
召
官
朝

臣
、
五
位
召
名

朝
臣
、
但
至
伊
勢
事
、
不
依

位
階
可
召
中
臣
名
云
云
、

」
と
あ
り
、
神
祇
官
の
四
位
、
五
位
の
者
を
召
し
、
御
卜
の
対
象

が
伊
勢
の
場
合
は
、
位
階
に
よ
ら
ず
中
臣
の
者
を
召
す
と
し
て
い
る
。
史
料
六
は

式
年
遷
宮
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
伊
勢
の
場
合
で
あ
り
、
故
に
卜
部
上
首
を

召
さ
ず
、
大
中
臣
を
召
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
召
仰
陰
陽
寮
如
前
」
で
あ
る
の
で

陰
陽
寮
の
第
一
名
を
召
す
。
史
料
六
で
は
、
当
時
上
首
で
あ
る
有
季
が
召
さ
れ
て

い
る
た
め
、
官
寮
を
召
す
点
で
は
故
実
の
記
載
の
通
り
と
い
え
る
。

ま
た
「
史
生
語
云
、
此
水
火
事
、
強
非
史
生
存
知
之
限
、
自
然
不
置
来
云
々
、

予
申
云
、
如
舊
次
第
者
諸
司
置
之
歟
。
水
事
主
水
司
必
不
置
之
、
已
為
数
百
年
之

流
例
、
史
生
置
来
之
条
為
公
事
無
為
歟
、
又
諸
司
可
置
歟
、
何
様
に
も
主
水
よ
り

し
て
直
ニ
不
令
置
之
、
局
務
兼
所
被
示
也
者
、」
と
い
う
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
火
と
水
を
置
く
こ
と
は
、
本
来
の
『
北
山
抄
』・『
江
家
次
第
』
に
見
る
規
定

で
は
主
殿
と
主
水
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
は
水
の
こ
と
は
主
水
が
必

ず
し
も
置
い
て
お
ら
ず
、
と
し
て
主
水
に
直
ち
に
水
を
置
か
せ
る
こ
と
は
な
い
よ

う
に
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
史
料
に
お
い
て
は
水
火
を
実
際
に
置
い

た
の
は
神
祇
官
の
史
生
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

主
水
司
の
水
設
に
関
し
て
、
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
の
記
事
に
も
み
え
る
。

【
史
料
七
】『
康
富
記
』
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
五
月
二
十
二
日
条）

（（
（

今
夜
軒
廊
御
卜
被
行
之
、
去
三
月
二
十
三
日
午
時
、
熊
野
阿
須
賀
王
子
宮
雌

鳥
雄
鳴
事
被
卜
之
者
也
、（
略
）、
今
夜
雨
降
、
庭
上
湛
水
、
仍
神
祇
官
両
人

卜
部
、

中
臣
、

南
上
東
面
著
之
、
寮
頭
一
人
東
面
也
、
可
為
北
上
也
、
先
々
合
末
著
之

故
也
、
今
夜
寮
方
一
人
也
、
抑
主
水
司
可
置
水
事
、
兼
日
長
官
局
務
等
参
會

召
セ
、
外
記
稱
唯
退
、

常
ニ
ハ
神
祇
官
誰
々
等
朝
臣
、
寮
ニ
誰
々
候
之
由
具
ニ
交

名
ヲ
申
之
者
也
、
康
継
為
年
少
之
間
、
令
省
略
申
之
、

康
継
立
向
兼
名
朝
臣
已

下
四
人
著
之
、
西
上
南
面
也
、
以官

寮

中
為
上
之
故
也
、

清
直
兼
種
兼
敏
皆
経
兼
名
之
後
、
兼
敏
経
父

後
不
致
礼
節
、
著
沓
歩
通
之
者
也
、
如
何
、

次
寮
頭有

季
朝
臣已

下
三
人
著
之
、
東
上
南
面
也
、
神
祇
官
史秀

國
子
也生

置
文
書
於
兼
名
朝
臣

前
、
又
置
水
火
、

史
生
語
云
、
此
水
火
事
、
強
非
史
生
存
知
之
限
、
自
然
不
置
来
云
々
、
予
申
云
、
如
舊
次
第
者
諸
司
置
之
歟
。
水
事

主
水
司
必
不
置
之
、
已
為
数
百
年
之
流
例
、
史
生
置
来
之
条
為
公
事
無
為
歟
、
又
諸
司
可
置
歟
、
何
様
に
も
主
水
よ

り
し
て
直
ニ
不
令
置
之
、

局
務
兼
所
被
示
也
者
、

次
上
卿
召
中
臣
清
直
朝
臣
為
神
宮
事
、
仍
不
召
卜
部
上
首

云
々
、
下
社
解
勘
文
等
、
歸
本
座
、
各
卜
之
、
次
召
有
季
朝
臣
仰
之
、
各
事

畢
、
清
直
朝
臣
持
参
神
祇
官
卜
形
、
納
筥
、
次
寮
有
季
朝
臣
持
参
卜
形
、

納
筥
、
上

卿
返
筥
、

次
上
卿
以
陣
官
人
仰
外
記
可
持
参
筥
之
由
、
康
継
次
参
筥

不
候
小

庭
、

進
之
、

上
卿
此
次
仰
官
寮
可
退
之
由
、
康
継
稱
唯
之
後
顧
後
、
令
目
兼
名
朝
臣
了
後

退
出
、
次
官
寮
自
下
臈
起
座
、
先
寮
、
次
上
卿
招
職
事
頭
辯
、
被
奏
卜
形
、

納
筥
、
諸
司
不
待
仰
撤
座
々
了
、
次
撤
軾
、（
略
）、

陰
陽
寮　

占
、
伊
勢
太
神
宮
司
言
上
怪
異
吉
凶
、（
略
）、

推
之
、
可
被
忩
正
遷
宮
之
條
宜
乎
、
何
以
言
之
、
傅
終
帶
吉
将
、
日

上
并
御
年
上
得
良
将
、
是
主
宜
之
故
也
、

　
　
　
　
　
　

文
安
五
年
六
月
六
日
、　
　

兵
部
少
輔　
　

賀
茂
朝
臣
在
政
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助　
　
　
　
　

安
倍
朝
臣
有
正
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頭
兼
天
文
博
士
安
倍
朝
臣
有
季
、

こ
の
記
録
に
は
「
常
ニ
ハ
神
祇
官
誰
々
等
朝
臣
、
寮
ニ
誰
々
候
之
由
具
ニ
交
名

ヲ
申
之
者
也
、
康
継
為
年
少
之
間
、
令
省
略
申
之
、」
と
あ
り
、
本
来
は
神
祇
官

と
陰
陽
寮
の
そ
れ
ぞ
れ
の
参
陣
を
示
す
た
め
に
名
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
、
外
記
と
し
て

招
集
さ
れ
た
中
原
康
継
が
年
少
な
の
で
省
か
れ
て
い
る
。
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い
う
事
例
が
あ
り
、
掃
部
寮
の
官
人
が
座
を
敷
き
、
水
と
火
を
置
く
の
か
と
問

い
、
こ
れ
に
対
し
て
掃
部
寮
は
「
敷
座
事
寮
家
沙
汰
勿
論
、
其
次
可
置
水
火
之
由

無
所
見
、」
と
返
し
て
い
る
。
座
を
敷
く
の
は
掃
部
寮
家
の
沙
汰
で
あ
る
が
、
そ

の
次
に
水
火
を
置
く
所
見
は
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
実
際
に
火
を

置
い
た
も
の
が
ど
の
寮
官
な
の
か
は
史
料
に
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
、
主
水
司
が
水
を
置
く
と
い
う
事
態
が
必
出
で
は
な
い
と

の
認
識
も
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
主
水
司
が
御
卜
に
際
し
て
更
に
主
水
司
が

「
毎
度
實
不
令
置
水
也
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
故
実
規
定
の
流
れ
で
は
水
を
置
く
の
は
主
水
司
、
火
を
置
く
の
は
主

殿
寮
で
あ
る
。
康
富
自
身
は
自
身
が
外
記
と
し
て
参
陣
し
た
嘉
吉
二
年
十
二
月
廿

四
日
の
軒
廊
御
卜
（『
康
富
記
』
嘉
吉
二
年
十
二
月
廿
四
日
条
）
に
際
し
て
、
官

務
が
雑
色
に
申
し
付
け
て
水
を
置
か
せ
た
、
と
い
う
事
例
を
記
し
て
い
る
。
ま
た

「
彼
之
古
老
」
は
出
家
し
、
当
時
の
寮
官
は
若
輩
で
あ
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

外
記
家
の
康
富
が
「
不
存
知
」
と
し
て
い
る
点
に
疑
問
が
あ
る
。
外
記
家
の
者

が
、
軒
廊
御
卜
に
関
し
て
詳
し
く
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
康
富
は
故
実
書
に
あ

る
軒
廊
御
卜
の
項
目
を
認
識
し
て
い
た
が
、
当
時
の
官
務
や
掃
部
寮
な
ど
に
は
正

し
く
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
故
実
書
の
項
目
と
は
違
う
形
へ
変
遷
し

て
い
た
等
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
結
果
的
に
こ
の
軒
廊
御
卜
に
際
し
て
は
、

水
を
置
い
た
の
は
掃
部
寮
で
も
主
水
司
で
も
な
く
、
官
務
雑
色
で
あ
っ
た
。

康
富
自
身
は
去
々
年
の
御
卜
に
際
し
て
、
「
其
時
予
不
令
置
之
事
者
幸
也
、」

と
記
し
て
い
る
。
故
実
ど
お
り
で
あ
れ
ば
、
主
水
司
に
よ
る
水
設
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
置
か
せ
な
く
て
幸
い
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
既

之
時
有
沙
汰
、
局
務
師
郷
朝
臣
息
師
幸
、
為
掃
部
頭
致
年
預
之
奉
行
之
間
、

有
此
問
答
、
所
詮
於
主
水
司
者
、
御
卜
毎
度
實
不
令
置
水
也
、
掃
部
寮
敷
座

置
水
火
之
由
、
見
次
第
了
、
近
例
掃
部
寮
官
可
置
之
歟
云
々
、
掃
部
方
被
申

云
、
敷
座
事
寮
家
沙
汰
勿
論
、
其
次
可
置
水
火
之
由
無
所
見
、
雖
然
内
々
語

承
候
者
、
就
近
例
可
申
付
也
云
々
、
清
史
被
申
云
、
只
如
此
間
可
被
致
沙
汰

也
、
當
家
自 
大

頼
業
眞
人
御
事
也
、

外
記
殿
至
今
數
代
數
十
年
居
此
長
官
、
未
直
令
置
水
也

云
々
、
仍
今
夜
之
儀
、
自
何
方
置
水
火
哉
不
詳
、
何
様
自
主
水
司
者
別
不
申

付
也
、
只
如
此
間
一
向
不
存
知
云
々
、
本
儀
自
官
方
載
廻
文
、
兼
日
可
相
觸

主
水
司
也
、
其
時
主
水
司
仰
鑑
取
可
申
付
寮
家
官
人
歟
云
々
、
此
事
去
々
年

十
二
月

廿
四
日

、
軒
廊
御
卜
之
時
、
予
為
外
記
令
参
陣
之
時
、
官
務

晨
照

宿
禰

、
申
云
、
主
水

司
可
置
水
也
、
清
外
史
之
事
也
、
早
可
被
加
下
知
之
由
、
雖
及
數
度
之
責
、

予
會
不
存
知
之
由
申
之
、
一
切
不
相
綺
、
其
時
官
務
申
付
雑
色
被
置
水
了
、

今
案
之
、
其
時
予
不
令
置
之
事
者
幸
也
、（
略
）、
掃
部
寮
之
寮
官
古
老
之

者
、

局
務
之

雑
色
、

多
年
及
五
六
十
年
致
掃
部
年
預
方
沙
汰
之
間
、
毎
度
爲
無
為
無
事

歟
、
彼
古
老
之
者
致
仕
、
既
令
出
家
之
間
、
當
時
之
寮
官

局
務
之

雑
色
、

若
輩
也
、
未

得
故
實
之
間
、
新
及
此
相
論
乎
如
何
、

史
料
の
引
用
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
主
水
司
に
よ
る
水
設
に
関
す
る
記

述
が
多
く
存
在
す
る
。
主
水
司
が
水
を
置
く
こ
と
に
関
し
て
予
め
「
長
官
局
務
等

参
會
之
時
」
に
沙
汰
が
あ
っ
た
。
局
務
師
郷
朝
臣
の
息
師
幸
は
掃
部
頭
と
し
て
年

預
の
奉
行
を
致
し
て
い
た
の
で
「
此
問
答
」
が
あ
っ
た
。
即
ち
主
水
司
の
水
設
に

関
し
て
問
答
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
御
卜
を
行
う
た
び
に
毎
回
置
か
せ
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
掃
部
寮
が
座
を
敷
い
て
水
と
火
を
置
い
た
こ
と
が
あ
る
、
と
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卿
披
見
、
返
筥
、
官
復
座
、
送
筥
於
寮
、
々
納
卜
形
於
筥
蓋
、
参
進
、
上
卿

取
之
返
筥
、
神
宮
方
御
卜
、
此
次
上
卿
目
神
祇
官
兼
名
朝
臣
、
給
吉
田
社

解
、
仰
御
卜
事
、
次
召
寮
頭
仰
御
卜
事
、（
略
）、

「
清
史
」
に
尋
ね
る
と
所
見
無
く
、
上
卿
の
水
火
の
下
知
は
「
不
注
之
」
と
言

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
或
本
ニ
ハ
主
水
司
獻
水
、
掃
部
寮
置
火
云
々
、
然
者
今

夜
為
主
殿
寮
役
官
務
加
下
知
、」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
あ
る
本
に
主
水
司
が
水

を
、
掃
部
寮
が
火
を
置
い
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
今
夜
は
主
殿
寮

の
役
を
官
務
に
下
知
を
加
え
る
と
し
て
い
る
。
水
火
の
設
置
に
関
す
る
上
卿
の
下

知
は
、
史
料
上
に
な
い
た
め
こ
れ
以
上
詳
細
を
知
る
事
は
で
き
な
い
が
、
官
務
が

卜
部
に
下
知
を
加
え
て
い
る
点
を
見
る
に
、
お
そ
ら
く
（
卜
部
を
経
由
し
、
そ
の

下
知
を
受
け
た
）
神
祇
官
史
生
が
水
を
設
置
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

前
掲
の
史
料
五
［
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）］
で
は
、
主
水
が
水
、
主
殿
が
火

を
置
い
た
の
に
対
し
、
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
の
時
点
で
は
神
祇
官
史
生
が
水

を
置
い
て
い
た
。
ま
た
、
史
料
八
に
お
い
て
「
或
本
に
は
」
と
あ
る
の
は
故
実
書

の
類
を
さ
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
主
水
司
に
よ
る
水
設
・
主
殿
寮
に
よ
る
火
設

を
見
識
と
し
て
い
た
の
は
、「
或
本
」
に
よ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
主
殿
寮
に
よ

る
火
設
も
こ
こ
で
は
官
務
に
下
知
を
加
え
る
こ
と
で
行
わ
れ
て
い
る
。
前
掲
史
料

七
で
は
、「
雑
色
」
に
申
し
付
け
て
水
を
置
か
せ
た
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
雑

色
」
に
は
ふ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
主
殿
寮
の
火
を
置
く
役
所
を
官
務
に
下
知

し
た
こ
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。

史
料
五
か
ら
史
料
八
ま
で
の
史
料
を
省
み
る
に
、
こ
の
水
火
設
に
関
し
て
は
、

設
置
す
る
者
が
二
転
三
転
し
て
い
る
の
が
読
み
取
れ
る
。
暦
応
二
年
に
行
わ
れ
た

に
主
水
司
に
よ
る
水
設
が
正
し
く
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
最
後
に

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
古
老
の
出
家
、
若
輩
の
者
に
よ
る
故
実
の
不
得
が
故
に
、

新
た
に
主
水
司
の
水
設
に
関
し
て
「
問
答
」
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

史
料
七
の
「
去
々
年
」
の
記
事
、
す
な
わ
ち
同
じ
く
『
康
富
記
』
の
嘉
吉
二
年

（
一
四
四
二
）
の
条
に
水
火
設
の
事
例
を
確
認
し
て
み
る
。

【
史
料
八
】『
康
富
記
』
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
十
二
月
二
十
四
日
条）

（（
（

今
夜
被
行
軒
廊
御
卜
、
伊
勢
豊
受
大
神
宮
正
殿
盗
人
参
昇
事
也
、
又
吉
田

社
第
三
神
殿
神
服
紛
失
、
同
社
第
四
神
殿
神
服
鼠
喰
損
事
等
被
行
者
也
、

（
略
）、
上資

廣
卿卿

著
仗
座
奥
、
職
事
以
俊
秀
、
被
奏
可
行
御
卜
之
由
、
職
事
歸

出
、
仰
被
聞
食
之
由
、
次
上
卿
移
著
端
座
、
令
敷
軾
、
以
陣
官
召
雑
色
所
持

之
文
書
、
神
宮
吉
田
之
社
解
并
勘
文
等
也
、
次
ニ
上
卿
召
権
辯
、
仰
座
事
、

（
略
）、
主
水
司
事
也
、
可
被
存
知
云
々
、
予
申
云
、
縦
雖
爲
主
水
司
之
所

役
、
如
此
事
者
、
寮
官
年
預
沙
汰
来
歟
、
長
官
尚
以
不
可
存
知
也
、
所
詮
非

外
記
方
之
催
之
間
、
難
存
知
之
由
申
了
、
官
務
云
、
於
火
者
主
殿
寮
之
所
役

也
、
既
申
付
云
々
、
當
座
加
下
知
間
、（
略
）、
於
水
者
、
尚
不
可
置
之
處
、

予
不
可
爲
存
知
之
由
申
切
間
、
官
務
又
内
々
以
卜
部
加
下
知
令
置
水
、

件
水
納
小

土
器
畢
、

卜
部
座
下
程
也
、
此
事
後
日
尋
申
清
史
之
處
、
無
所
見
云
々
、
如
次
第

者
、
水
火
事
、
上
卿
下
知
之
様
不
注
之
云
々
、
或
本
ニ
ハ
主
水
司
獻
水
、
掃

部
寮
置
火
云
々
、
然
者
今
夜
為
主
殿
寮
役
官
務
加
下
知
、
令
置
火
之
条
、
又

不
得
其
意
者
哉
、
次
上
卿
招
神
祇
官
上
首
清
國
朝
臣
、
給
社
解
、
仰
御
卜

事
、
清
國
復
本
座
、
次
上
卿
目
陰
陽
寮
上
首
在
盛
仰
御
卜
事
、
次
官
覧
本
解

送
寮
、
々
見
畢
返
官
、
次
各
書
占
文
、

官
寮
下

臈
書
之

次
官
清
國
朝
臣
持
参
卜
形
、
上
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し
て
見
て
み
る
。
表
一
か
ら
軒
廊
御
卜
の
目
的
と
怪
異
の
項
目
を
参
考
に
怪
異
を

分
類
す
る
と
、

怪
異
二
十
八
件

火
災
六
件

人
為
七
件

觸
穢
二
件

天
災
八
件

傾
倒
一
件

造
替
一
件

怪
異
は
千
木
頽
落
や
虫
の
大
量
発
生
な
ど
人
為
的
で
も
天
災
的
で
も
な
い
も
の

を
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
造
替
は
神
輿
破
損
や
神
体
等
の
欠
損
に
よ
る
造
替
を

行
う
か
否
か
を
指
す）

（（
（

。
人
為
は
違
乱
や
殺
人
、
人
に
よ
る
物
損
な
ど
を
表
記
し
て

い
る
。
ま
た
、
御
卜
の
契
機
と
な
る
事
象
が
発
生
し
、
そ
れ
が
社
殿
の
損
壊
な
ど

の
建
築
物
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合
、
假
殿
遷
宮
が
行
わ
れ
る

か
否
か
の
吉
凶
に
な
っ
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
室
町
時
代
で
は
前
代
で
あ
る

平
安
・
鎌
倉
期
と
比
べ
て
人
為
的
な
要
因
（
戦
乱
や
神
人
と
土
民
と
の
狼
藉
）
が

増
え
、
か
つ
社
殿
損
壊
の
際
に
お
い
て
は
御
卜
と
合
わ
せ
て
假
殿
遷
宮
の
要
請
を

行
う
こ
と
が
定
例
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う）

（（
（

。
こ
れ
に
関
し
て
は
山
田
雄
司

氏
が
「
室
町
時
代
伊
勢
神
宮
の
怪
異
」（
神
道
史
研
究
、
五
四
、
二
〇
〇
六
年
四

月
）
の
中
で
詳
細
に
考
証
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
怪
異
が
室
町
時
代
に
お

い
て
は
禰
宜
等
の
社
殿
の
整
備
と
い
う
目
的
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

為
に
報
告
さ
れ
る
怪
異
は
人
為
的
な
も
の
を
含
ん
だ
り
と
前
代
に
お
い
て
は
怪
異

軒
廊
御
卜
で
は
、
故
実
書
の
項
目
ど
お
り
水
は
主
水
、
火
は
主
殿
が
設
置
し
て
い

る
が
、
嘉
吉
二
年
で
は
、
水
は
神
祇
官
の
史
生
が
設
置
し
た
可
能
性
が
高
く
、
火

は
、
主
殿
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
文
安
元
年
の
史
料
で
は
水
火
の
設
置
者

は
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
「
問
答
」
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
「
問

答
」
は
、
故
実
を
知
る
「
古
老
」
が
出
家
し
、「
若
輩
」
に
代
替
わ
り
し
た
た

め
、
故
実
の
不
得
と
い
う
事
態
が
生
じ
、「
問
答
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
文
安
五
年
で
は
水
火
は
、
神
祇
官
史
生
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
暦
応
～
嘉
吉
年
間
に
故
実
の
「
主
水
司
の
水
設
・
主
殿
寮
の
火
設
」
を
知
る

者
が
居
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
問
答
が
起
き
、
や
が
て
文
安
以
後
は
結
局
神
祇
官
史

生
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
清
史
」
の
「
水
設
は
主
水
司
と
い
う
認
識
」
や
、
本
来
火
を
置
く
は
ず
の
主

殿
寮
の
役
割
を
掃
部
寮
が
代
わ
り
に
果
た
し
た
事
例
が
存
在
す
る
こ
と
、
更
に
主

水
司
が
水
を
置
く
と
い
う
の
も
必
ず
置
か
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
認
識
も
存

在
し
て
い
た
こ
と
、
神
祇
官
史
生
に
よ
り
水
火
が
設
置
さ
れ
た
事
例
も
存
在
し
た

こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
一
連
の
水
火
設
に
関
し
て
の
問
答
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

は
、
そ
れ
だ
け
軒
廊
御
卜
に
対
し
て
の
関
心
の
高
さ
を
象
徴
し
て
い
る
。

（
二
）
軒
廊
御
卜
の
対
象

さ
て
、
こ
こ
ま
で
軒
廊
御
卜
に
関
し
て
の
二
大
要
素
、
す
な
わ
ち
、
卜
占
と
怪

異
の
う
ち
、
卜
占
に
関
わ
る
変
化
（
亀
卜
に
使
用
さ
れ
る
水
火
坏
を
例
に
）
を
見

て
き
た
。
も
う
一
方
の
要
素
、
則
ち
御
卜
の
契
機
に
な
る
怪
異
を
室
町
時
代
に
関
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廊
御
卜
の
項
目
に
は
な
い
作
法
を
取
る
、
あ
る
い
は
対
応
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

御
卜
は
怪
異
と
卜
占
と
い
う
ニ
大
要
素
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
怪
異
の
対
象
の

増
加
や
卜
占
に
使
用
さ
れ
る
水
火
坏
設
置
に
関
す
る
一
連
の
問
答
、
ま
た
故
実
書

の
項
目
に
な
い
手
順
の
追
加
な
ど
や
室
町
時
代
に
お
い
て
家
格
上
昇
等
が
行
な
わ

れ
地
位
が
向
上
し
た
陰
陽
師
の
参
陣
が
確
認
出
来
る
点）

（（
（

と
い
っ
た
事
象
は
、
室
町

時
代
に
お
け
る
軒
廊
御
卜
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
示
し
、
件
数
が
減
っ
た
と
は

い
え
、
未
だ
に
権
威
付
け
の
道
具
と
し
て
、
あ
る
い
は
朝
廷
に
お
け
る
諸
社
寺
の

重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

二
、
朝
廷
で
の
奉
仕
に
見
る
陰
陽
師
の
構
成

前
述
の
通
り
、
朝
廷
で
の
陰
陽
寮
の
関
わ
る
奉
仕
で
は
「
軒
廊
御
卜
」
が
最
高

位
で
あ
り
、
陰
陽
師
の
職
能
と
し
て
最
も
主
流
な
占
を
用
い
る
最
高
位
の
活
動
と

言
え
よ
う
。
表
一
は
前
章
で
掲
げ
た
通
り
、
軒
廊
御
卜
で
参
陣
し
た
陰
陽
師
の
数

が
確
認
出
来
る
。
ま
た
、
表
二
は
「
軒
廊
御
卜
」
に
参
陣
し
た
陰
陽
師
を
史
料
よ

り
抜
き
出
し
た
も
の
で
、
表
二
の
№
は
表
一
の
左
覧
、
№
に
対
応
し
て
い
る
。

表
三
は
、
陰
陽
頭
の
氏
名
、
在
任
時
期
、
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
時
期
を
一
覧

に
し
て
あ
る
。
陰
陽
家
に
と
っ
て
国
家
の
あ
る
い
は
天
皇
家
の
安
危
に
関
わ
る
卜

占
に
参
陣
す
る
こ
と
は
自
ら
の
陰
陽
師
と
し
て
の
歴
に
箔
を
つ
け
る
と
い
う
意
味

で
重
大
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
軒
廊
御
卜
に
お
い
て
参
陣
す
る
陰
陽
師

は
上
卿
に
よ
っ
て
予
て
よ
り
招
集
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
当
該
期
の
貴

と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
も
の
が
怪
異
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
る

が
、
当
該
期
の
朝
廷
に
は
単
独
で
費
用
の
調
達
が
出
来
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
御
卜

の
後
、
祈
謝
使
が
撥
遣
さ
れ
、
奉
幣
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
費
用
の
た
め

に
遷
宮
が
行
え
な
い
事
も
あ
り
、
禰
宜
等
が
自
己
負
担
で
遷
宮
を
行
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
か
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
の
で
社
寺
側
は
い
う

ま
で
も
な
く
、
貴
族
側
に
関
し
て
も
関
心
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。

奉
幣
の
有
無
、
怪
異
の
分
類
、
假
殿
遷
宮
の
有
無
な
ど
室
町
時
代
に
お
け
る
軒

廊
御
卜
に
付
随
す
る
様
々
な
要
素
に
は
多
分
に
考
察
の
余
地
が
あ
る
が
、
こ
こ
で

一
度
、
本
来
の
要
点
に
戻
る
た
め
に
再
考
点
を
ま
と
め
て
お
く
。

室
町
時
代
に
お
い
て
軒
廊
御
卜
は
上
卿
が
着
座
し
て
以
後
『
北
山
抄
』・『
江
家

次
第
』
と
変
わ
ら
な
い
手
順
を
踏
ん
で
い
く
が
、「
軒
廊
御
卜
」
に
至
る
理
由
の

変
化
、
水
火
と
い
う
卜
に
関
連
す
る
重
要
な
道
具
を
配
置
す
る
部
署
が
変
化
す
る

な
ど
独
自
の
様
相
を
見
せ
る
。
水
火
を
設
置
す
る
者
を
め
ぐ
る
「
問
答
」
に
お
い

て
、
故
実
書
に
あ
る
水
を
置
く
主
水
司
・
火
を
設
置
す
る
主
殿
寮
と
い
う
点
は
、

「
近
年
無
所
見
」
と
さ
れ
た
り）

（（
（

、「
必
ず
し
も
主
水
司
が
置
く
わ
け
で
は
な
い
」

な
ど
と
い
う
認
識
の
変
化
な
ど
二
転
三
転
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
軒
廊
御
卜
が
行
わ
れ
な
い
条
件
と
し
て
、
一
、
子
の
日
で
あ
り
、
神

祇
官
が
停
止
し
て
い
る
こ
と
。
二
、
御
卜
を
行
う
契
機
と
な
る
諸
社
寺
か
ら
の
注

進
が
「
強
」
の
こ
と
で
な
い
こ
と
。
の
二
つ
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
が

当
て
は
ま
れ
ば
御
卜
を
行
わ
れ
な
か
っ
た）

（（
（

。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
規
定
は
「
水
火

設
」
以
外
を
除
い
て
は
大
ま
か
に
守
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
規
定
に
室
町
時
代
に

至
っ
て
慣
習
と
さ
れ
る
こ
と
が
追
加
さ
れ）

（（
（

、
室
町
時
代
に
お
い
て
、
故
実
書
の
軒
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で
あ
ら
ば
、
応
安
四
年
以
後
、
陰
陽
頭
が
参
陣
す
る
例
が
現
れ
る
の
は
い
か
な

る
理
由
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
注
目
す
べ
き
は
表
一
の
№
（4
・
（0
で
あ
る
。

次
に
史
料
を
掲
げ
る
。

【
史
料
九
】『
師
守
記
』
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
二
月
五
日
条）

（（
（

今
日
家
君
以
状
今
日
内
宮
遷
宮
日
時
改
定

并　

軒
廊
御
卜
延
否
事
、
（
略
）、

陰
陽
寮
権
天
文
博
士
安
倍
有
世
朝
臣

前
陰

陽
頭

、
参
陣
丑
刻
被
行
之
、
次
被
行
軒
廊

御
卜
、
内
宮
遷
宮
遅
怠
事
也
、
上
卿
以
下
同
前
官
、
前
丹
波
守
卜
部
兼
遠
、

縫
殿
頭
同
兼
熈
、
寮
権
天
文
博
士
安
倍
有
世
朝
臣
等
参
陣
、
陰
陽
頭
賀
茂
清

周
朝
臣
不
参
、（
略
）、

陰
陽
頭
賀
茂
清
周
は
有
世
と
同
世
代
で
あ
っ
た
賀
茂
在
弘
の
一
代
下
の
世
代
の

人
物
で
あ
り
、
賀
茂
嫡
流
家
で
は
な
く
分
家
の
者
で
あ
る
。
陰
陽
頭
不
参
に
対
し

て
、
有
世
が
参
陣
し
て
い
る
が
、
こ
の
史
料
に
お
け
る
有
世
は
天
文
博
士
で
は
あ

る
が
前
陰
陽
頭
と
記
さ
れ
、
陰
陽
頭
を
超
え
る
位
置
に
い
た
事
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
時
既
に
有
世
は
上
臈
の
陰
陽
師）

（（
（

と
し
て
参
陣
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

【
史
料
十
】『
吉
田
家
日
次
記
』
永
徳
三
年
（
一
三
八
三
）
六
月
十
二
日
条）

（（
（

今
夜
依
吉
田
社
小
神
四
所
盗
人
事
被
行
軒
廊
御
卜
（
略
）、
上
卿
帥
中
納
言

仲
光

卿　

着
陣
、（
略
）、
次
應
召
参
着
官
・
家
君
・
予
、
陰
陽
寮
権
天
文
博
士
安

倍
有
世
朝
臣

内
昇
殿

人
也

・
頭
兼
暦
博
士
賀
茂
在
弘
朝
臣
・
助
安
倍
有
茂
朝
臣
等
参

着
、（
略
）、
次
被
召
有
世
朝
臣
、
被
仰
有
趣
家
君
本
解
御
披
見
之
後
、
予

給
、
々
披
見
之
後
、
進
家
君
、
々
々
被
渡
有
世
朝
臣
了
、（
略
）、
次
更
召
外

記
、
官
・
寮
仰
退
座
事
、
自
下
臈
退
出
、
六
位
史
秀
職
参
候
了
、
官
・
寮

済
々
代
始
御
卜
也
、
厳
重
尤
珍
重
也
、（
略
）、

族
た
ち
の
陰
陽
師
に
対
す
る
意
識
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
公
的

な
陰
陽
師
の
関
わ
る
催
事
に
お
い
て
招
集
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
当
時
の
同

時
代
人
に
よ
る
陰
陽
師
へ
の
評
価
と
い
い
か
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

ま
ず
は
「
軒
廊
御
卜
」
に
参
陣
し
た
陰
陽
師
か
ら
見
て
い
く
。
軒
廊
御
卜
に
お

い
て
の
陰
陽
寮
の
参
陣
に
関
し
て
は
前
掲
史
料
三
に
「
令
召
神
祇
官
・
陰
陽
寮
。

各
率
僚
下
参
入
。
」
と
あ
る
。
神
祇
官
・
陰
陽
寮
は
と
も
に
配
下
を
連
れ
て
参
陣

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
陰
陽
寮
に
お
い
て
は
陰
陽
頭
が
僚
下
、
つ
ま
り
は
寮

内
の
各
博
士
な
ど
を
率
い
て
参
陣
す
る
は
ず
で
あ
る
。
陰
陽
寮
が
参
陣
す
る
際

に
、
陰
陽
頭
が
参
陣
し
た
例
は
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
五
月
一
日
の
賀
茂
在
弘

参
陣
ま
で
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
後
は
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

室
町
時
代
の
陰
陽
道
の
隆
盛
と
の
関
連
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

陰
陽
師
の
家
格
上
昇
が
な
さ
れ
る
の
は
永
徳
四
年
［
至
徳
元
年
］

（
一
三
八
四
）
で
あ
り
、
こ
の
年
、
有
世
は
従
三
位
に
列
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
有

世
は
足
利
義
満
の
祈
祷
祭
に
お
い
て
陰
陽
道
祭
主
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

義
満
の
権
威
奪
取
に
お
い
て
陰
陽
道
ひ
い
て
は
陰
陽
師
が
権
威
付
け
と
し
て
利
用

さ
れ
た
こ
と
は
柳
原
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
の
時
点

ま
で
陰
陽
頭
の
参
陣
し
て
い
な
い
理
由
が
平
安
期
に
公
家
世
界
で
隆
盛
を
誇
っ
た

陰
陽
道
は
鎌
倉
期
に
武
家
政
権
の
元
で
活
用
さ
れ
た
後
、
幕
府
崩
壊
と
共
に
一
時

的
に
弱
体
化
す
る
こ
と
に
あ
る
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
柳
原
氏
や
木
村
氏
は
、

南
北
朝
期
に
お
け
る
陰
陽
家
は
、
未
だ
に
優
劣
の
定
ま
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
南
北
朝
期
に
お
い
て
は
陰
陽
師
に
も
戦
乱
の
余
波
が
波
及
し

て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
で
陰
陽
家
の
存
続
を
図
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
た
。
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陰
陽
寮

　

占
吉
田
社
司
言
上
怪
異
吉
凶　

去
月
十
日
夜
盗
人
参
入
當
社
東
西
小
神
四
所
神

殿
、
奉
動
神
躰
、
捜
取
神
服
・
神
宝
・
御
畳
等
、

今
日
甲
申
、
時
加
亥
、

奉
宣
旨

日
時
、　

河
魁
臨
卯
爲
用
、
将
六
合
、
中
太
一
・
将
大

陰
、
終
神
后
・
将
青
龍
、
卦
遇
聯
始
、

　

推
之
、
依
神
事
異
例
、
穢
気
不
浄
所
至
欤
、
何
以
言
之
、
用
起
有
気
帯
不

浄
之
、
将
傳
見
太
一
、
大
陰
終
得
神
后
、
大
歳
上
有
天
后
、
是
皆
主
神
事
違

例
・
穢
気
不
浄
之
故
也
、
殊
被
祈
請
無
其
咎
乎
、

　
　
　

永
徳
三
年
六
月
十
二
日　
　
　
　
　

助　
　
　
　

安
倍
朝
臣
有
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頭
兼
暦
博
士
賀
茂
朝
臣
在
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
天
文
博
士
安
倍
朝
臣
有
世

有
世
は
前
述
の
通
り
、
後
に
義
満
に
よ
っ
て
陰
陽
家
で
初
の
昇
殿
勅
許
、
三
位

昇
進
を
果
た
す
土
御
門
家
（
安
倍
嫡
流
）
の
当
主
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
頃

（
史
料
九
）、
義
満
は
ま
だ
幼
少
の
為
、
接
点
等
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
。
有
世
の

陰
陽
頭
就
任
に
関
し
て
は
不
透
明
な
点
が
多
い
が
、
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）

十
一
月
の
大
嘗
会
の
吉
志
舞
の
奉
行
を
務
め
た
こ
と
が
理
由
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
）
（（
（

。
義
満
と
有
世
の
関
わ
り
が
確
認
出
来
る
の
は
永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
四
月

二
十
三
日
（『
愚
管
記
』
永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
四
月
二
十
三
日
条
）
で
、
義

満
の
室
、
日
野
業
子
の
着
帯
に
際
し
て
加
持
を
青
蓮
院
門
跡
ら
と
共
に
務
め
て
い

る
。
こ
れ
以
後
、
義
満
と
有
世
の
関
わ
り
は
史
料
に
多
く
姿
を
見
せ
る
。
義
満
が

有
世
に
着
目
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
吉
志
舞
の
件
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
こ
に
軒
廊
御
卜
に
参
加
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

表二　「軒廊御卜」に参陣した陰陽師一覧
No 参陣した陰陽師 備考
（ 安倍泰世 頭不参
（ 権大夫博士安倍泰尚・助安倍良宣・大膳大夫安倍泰世 頭不参
4 助安倍良宣 助良宣が勘文作成、頭は不参ｶ
8 賀茂在実 官位職記述無し
（4 権天文博士安倍有世 頭賀茂清周不参
（（ 陰陽寮頭在弘
（8 大膳大夫在世・陰陽頭賀茂在弘 在世は安倍有世カ
（0 権天文博士安倍有世・頭兼暦博士賀茂在弘・助安倍有茂 有世（内昇殿人也）
（（ 寮有富・有清・有季
（8 寮頭有清・有季・在成 在成は賀茂在長の初名
（9 陰陽寮寮頭有清・有季
30 陰陽頭賀茂在盛・天文博士安倍有季
34 陰陽頭安倍有季
3（ 陰陽寮頭有季
3（ 陰陽寮頭土御門有季・助有正
38 陰陽寮頭土御門有季
39 陰陽寮頭土御門有季
40 陰陽寮頭〈天文博士〉安倍有季・助安倍有正・民部少輔在政 在政は在盛の弟、在宗の初名
4（ 陰陽寮頭安倍有季・安倍有正 父有季・子有正と注記有り
4（ 陰陽寮頭安倍有季・助有正・暦博士賀茂在榮 在榮は在盛の息、在通に改名
43 陰陽寮有季・助有正
44 陰陽寮頭有季・有正・在榮
4（ 陰陽寮頭有季・他二名 「有季朝臣以下三人」とあり
4（ 陰陽寮二名   ※郷では有季・在宗、康では有家・在榮 師郷記と康富記で人名に違い有り

（１）表１に於いて参陣した陰陽師が確認できたものだけ一覧にした。
（２）左の No, は表一の No, に対応させてある。
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表三　陰陽頭一覧
No 陰陽頭 史料に見える期間 従三位叙位
（ 賀茂在冬 建武 （・（・（（（（）
（ 賀茂清平 暦応 （・（・（（（（）
3 安倍有俊（泰輔） 暦応 3・3・（9（3）―康永 （・（・（4（4）
4 安倍良宣 康永 3・（・（（（） ―貞和 4・9・（9（（）
（ 安倍親宣 ［貞和 （・4・（4］（（）―観応 3・8・（（8）
（ 安倍泰尚 文和 （・（（・（0（9）―文和 （・9・（9（（0）
（ 賀茂定秀 文和 3・（（・（（（（）―文和 4・（（・（（（（）
8 安倍有世 文和 4・（（・（（（3）―延文 3・（0・（3 永徳 4
9 安倍有隆 ［延文 3・（0・（3］（（4）―延文 （・（・（0（（（）
（0 賀茂清周 貞治 （・（0・（（（（（）―貞治 3・9・（（（（（）
（（ 賀茂在音 貞治 （・8・（3（（8）―貞治 （・（（・（（（（9）
（（ 賀茂在弘 応安 3・（・（（（（0）―永徳 3・9・4（（（） 応永 （3
（3 賀茂有茂 嘉慶 （・（・（（（（）
（4 賀茂定継 明徳 （・（・（（（3）
（（ 賀茂在方 応永 3・（0・（9（（4）―応永 （8・（（・（（（（） 応永 （9
（（ 安倍泰家 ［応永 （9・（・（8］（（（）―応永 （（・（0・（9（（（） 応永 （3
（（ 安倍泰継（嗣）（有盛）［応永 （3・3・（3］（（8）―応永 （（・8・（（（（9） 応永 3（
（8 安倍有重（有仲） ［応永 （9・3・（（］（30）―応永 （9・（（・（8（3（） 永享 （（
（9 賀茂在貞 正長 （・（・（9（3（） 文安 （
（0 安倍有富 正長 （・8・（（（33）―永享 （・（0・（4（34） 文安 （
（（ 安倍有清（有郷） 永享 （・（（・（（（3（）―永享 （・9・（（3（） 文安 4
（（ 賀茂在成（在長） 永享 （・9・（（3（）―永享 （（・（・（3（38） 康正 （
（3 安倍有秀 嘉吉 （・4・（（（39）―嘉吉 （・（（・（（（40）
（4 賀茂在盛 嘉吉 （・（・（（（4（）―文安 （・3・（（（4（） 康正 （
（（ 安倍有季 文安 （・4・（9（43）―享徳 （・8・（9（康正 （・9・（（）（44）康正 （
（（ 賀茂在通 康正 （・（・30（4（）―［文明 9・（・（］（4（） 文明 （（
（（ 安倍有宗 ［文明 9・（・4］（4（）―明応 （・（0・（8（48） ※ （
（8 賀茂在重 永正 （・（・（4（49）―永正 （（・（・（9（（0） 永正 （（
（9 賀茂在富 永正 （（・（・（8（（（）―大永 （・（・9（（（） ※ （ 享禄 4

①柳原氏により同様の表が既に作成されて
いる。しかし柳原氏がまだ不完全と述べ
られているように、本稿時に更新出来る
ものがあったため、史料に確認出来る
もので、管見に入ったものを元に作成し
た。在任期間に関しては、史料初出時と
史料に最終的に確認できた時点である。 
基本的に在任期間は前後にふれるが補任
に関して特定出来たものは〔 〕で示した。
また、（3・（4・（9 に関しては、史料で確
認出来たものを記した。今後、更に期間
の特定に努めたい。

② No は就任した順に上から付した。また陰
陽頭の名前で後に改名したものは（）で
示した。

③従三位に登ったもので史料上確認出来た
ものを右欄、「従三位叙位」に示した。史
料は『公卿補任』（国史大系）。

④この表は未だ未完成・不十分といえるの
で今後の研究により更なる更新を行って
いきたい。

（（） 『建武二年記』（大日本史料六編之二）、
在冬は文保元年（一三一七）四月一九
日時点で既に陰陽頭就任していた。（『花
園天皇宸記』〈増補史料大成〉同日条）
在冬は、鎌倉末期から既に陰陽師とし
て活躍している。

（（） 『岩清水八幡宮記録』（大日本史料第六
編之五、暦応元年十二月十四日条）

（3） 『師守記』（史料纂集）
（4） 同上
（（） 同上
（（） 『園太暦』（続群書類従完成会）同日条
（（） 『園太暦』（続群書類従完成会）同日条
（8） 『園太暦』

（9）  同上
（（0） 同上
（（（） 『文和四年具注暦』（大日本史料第六編之十九）
（（（） 『文和五年具注暦』（大日本史料第六編之二十二、延文元年雑載）
（（3） 有世に関しては既に柳原氏に論考がある。 柳原敏昭「安倍有世

論」（羽下徳彦編『中世の政治と宗教』吉川弘文館、一九九四）
（（4） 『愚管記』（続史料大成）。『園太暦目録』（史料纂集『園太暦』七）

延文三年十月二十三日
（（（） 『愚管記』
（（（） 『師守記』
（（（） 同上
（（8） 『後愚昧記』（大日本古記録）
（（9） 『貞治六年春日社正遷宮記』（大日本史料第六編之二十八）
（（0） 『応安三年宸筆御八講記』（大日本史料第六篇之三十二）
（（（） 『吉田家日次記』（東大史料編纂所蔵写本）
（（（） 『兼宣公記』（史料纂集）
（（3） 『迎陽記』（大日本史料第七編之一、応永元年七月五日条）、「実継」

は当該期の賀茂氏・安倍氏に見当たらない（群書類従所収の「医
陰家系図」（群書類従完成会）などによる）。「定継」の誤記では
ないかと考えられる。

（（4） 『康富記』（続史料大成）文安五年（一四四八）五月五日条
（（（） 『朔旦部類記』（大日本史料第七篇之十四）
（（（） 『除書部類』（大日本史料第七編之十五）
（（（） 『大嘗会仮名記』（大日本史料第七編之二十三）
（（8） 『除書部類』（大日本史料第七編二十四）
（（9） 『康富記』。
（30） 『兼宣公記』
（3（） 『康富記』
（3（） 『建内記』正長元年（一四二八）五月一九日条に「内外典御祈

　　　　 曰次可
為来廿二日・廿四日之」、「寮頭在貞朝臣所撰申也云々、」とある
為、柳原氏の六月一一日条よりこちらに変更した。

（33） 『康富記』『師郷記』
（34） 『師郷記』
（3（） 『永享大嘗会記』（群書類従七）
（3（） 『看聞日記』
（3（） 『師郷記』
（38） 同上

（39） 『看聞日記』
（40） 『建内記』
（4（） 『康富記』
（4（） 『康富記』。『師郷記』永享九年（一四三七）十一月二十五日条「陰

陽寮頭在盛」とあるが誤記の可能性が高い。
（43） 同上
（44） 同上。『師郷記』康正元年（一四五五）九月二十二日条の軒廊御

卜に有季・在宗が参陣しているが『康富記』では有家・在栄となっ
ている。もし、『師郷記』が正しいのであれば有季の陰陽頭とし
ての最終時期は康正元年九月二十二日になる。また、有家が頭
となっていたのであればどの時期になるか検討する必要がある。

（4（） 『公卿補任』より有季が従三位になっているため、確実に頭では
なくなる時期として従三位叙位日を以って在通の頭在任最古と
した。

（4（） 『親長卿記』（大日本史料第八編之九）『歴名土代』に正四位下賀
在通文明元・十二・十五とあり。

（4（） 『親長卿記』（大日本史料第八編之九）
（48） 『宣秀卿御教書案』（『室町・戦国期の符案に関する基礎的研究』

所収）明応七年（一四九八）十月十八日付案
※ （ 有宗の従三位叙位は不明、但し『元長卿記』文亀元年二月

十日条に「正三位で死去」の記事がある。
（49） 『歴名土代』（続群書類従完成会）
（（0） 『頼継卿御教書案』（『室町期・戦国期の符案に関する基礎的研究』

所収）六月二十八日付「左馬頭在富」とあること、二十八日を以っ
て在富が正五位下に叙されることからこの日を下限とした。

（（（） 『頼継卿御教書案』（『室町・戦国期の符案に関する基礎的研究』
所収）永正十一年（一五一四）六月二十八付宣旨　この日、正
五位下に叙されているため、陰陽頭の補任時期としてはこの日
前後になる。

（（（） 『頼継卿御教書案』（『室町・戦国期の符案に関する基礎的研究』
所収）大永元年（一五二一）正月九日付宣旨　この時点で「陰
陽頭」と有るが、在富以後の陰陽頭に於いては本稿で扱わない
のでこれを以って表を終了した。また、『歴名土代』には「大永
二年・正廿五宮内卿去陰

陽韻」とある。
※ （ 享禄四年（一五三一）従三位叙位、その後、御祈管領就任

と同時に宮内卿兼務。
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在
弘
で
あ
っ
た
。
義
満
の
祈
祷
の
先
任
者
と
そ
の
次
の
上
臈
陰
陽
師
と
い
う
形
は

こ
の
頃
か
ら
出
来
て
い
た
と
い
え
る
。
更
に
史
料
十
一
に
お
い
て
有
世
は
大
膳
大

夫
で
あ
り
、
史
料
九
の
よ
う
に
天
文
博
士
と
い
う
陰
陽
寮
官
人
で
は
な
く
な
っ
て

い
る
。
前
掲
の
史
料
五
～
八
に
お
い
て
も
陰
陽
寮
官
人
以
外
の
存
在
が
確
認
出

来
る
。
ま
た
史
料
八
に
お
い
て
は
「
次
上
卿
目
陰
陽
寮
上
首
在
盛
仰
御
卜
事
、」

「
官
寮
下
臈
書
之
、」
と
あ
り
、
上
卿
が
陰
陽
寮
の
上
首
に
御
卜
を
行
う
こ
と
を

仰
せ
て
お
り
、
更
に
官
も
寮
も
下
臈
が
勘
文
を
書
き
、
上
首
の
者
は
そ
こ
へ
署
名

す
る
だ
け
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

表
一
の
№
６
と
７
の
間
の
期
間
（
康
永
元
年
［
一
三
四
二
］
七
月
一
四
日
）
に

行
な
わ
れ
た
「
軒
廊
御
卜
」
で
は
な
い
が
、
仙
洞
で
の
御
卜
（
八
幡
宮
神
輿
流
失

に
よ
る
造
替
有
無
に
関
し
て
）
に
お
い
て
は）

（（
（

、
上
臈
の
陰
陽
師
と
思
わ
れ
る
陰
陽

師
が
多
数
参
陣
し
て
い
る
の
が
確
認
出
来
る
。
こ
れ
を
以
っ
て
軒
廊
御
卜
で
も
上

首
の
陰
陽
師
＝
上
臈
の
陰
陽
師
が
御
卜
に
参
陣
す
る
こ
と
が
定
例
化
し
て
い
た
証

左
で
あ
る
と
断
定
は
出
来
な
い
が
、
一
つ
の
参
考
に
は
な
る
。

前
掲
史
料
五
～
八
に
お
い
て
陰
陽
師
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
多
く
が
上
臈

の
陰
陽
師
と
寮
の
者
、
あ
る
い
は
上
臈
の
陰
陽
師
兼
陰
陽
頭
と
陰
陽
師
で
構
成
さ

れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
平
安
・
鎌
倉
時
代
と
同
じ
く
、
室
町
時
代
に
お
い

て
も
上
臈
の
陰
陽
師
が
御
卜
に
際
し
て
招
集
さ
れ
て
い
た
。

陰
陽
寮
の
頭
職
を
経
験
し
た
者
は
、
そ
の
後
他
官
職
あ
る
い
は
博
士
職
を
歴
任

し
、
そ
の
後
三
位
に
叙
さ
れ
る
ま
で
は
陰
陽
師
の
上
首
、
す
な
わ
ち
上
臈
の
陰
陽

師
と
し
て
軒
廊
御
卜
に
参
陣
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
義
満
期
に
家
格
上
昇
が

行
な
わ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
す
な
は
ち
軒
廊
御
卜
に
お
い
て
陰
陽
師
の
参
陣
の
変

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
史
料
九
に
お
い
て
、
国
家
最
高
位
の
卜
占
で
あ
る
軒
廊
御

卜
に
参
陣
し
、
既
に
上
臈
の
陰
陽
師
た
る
立
場
を
確
固
な
も
の
に
し
て
い
た
有
世

を
評
価
し
、
義
満
は
自
身
の
関
わ
る
重
要
事
の
勘
申
や
祈
祷
を
任
せ
る
よ
う
に
し

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
義
満
が
成
人
す
る
頃
に
は
刑
部
卿
と
し
て
陰

陽
寮
官
職
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
上
臈
の
陰
陽
師
た
る
地
位
は
既
に
周
知
の

状
態
で
あ
り
、
そ
こ
に
目
を
つ
け
た
義
満
に
よ
り
三
位
叙
と
い
う
異
例
に
上
り
詰

め
た
の
で
あ
っ
た
。
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
に
は
陰
陽
頭
賀
茂
在
弘
朝
臣
が
参

陣
し
て
い
る
の
が
確
認
出
来
る
が
、
こ
の
在
弘
も
有
世
の
死
後
、
義
満
の
大
祈
祷

祭
で
の
祈
祷
祭
主
に
な
っ
て
お
り
、
次
に
掲
げ
る
史
料
に
も
有
世
と
在
弘
二
名
の

参
陣
が
確
認
出
来
る
。

【
史
料
十
一
】『
後
愚
昧
記
』
永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
十
二
月
六
日
条）

（（
（

今
日
政
始
、（
前
略
）、
其
後
有
軒
廊
御
卜
、
上
卿
、
同
政
始
、
弁　
　

仲
光

朝
臣
、
頭
左
中
弁
、
外
記　

康
隆
、
史
兼
治　

秀
職
、
神
祇
官　

兼卜

部熈
朝

臣
、
吉
田
神
主
、
中
臣
不
参
、
陰
陽
寮　

在
世
朝
臣
大
膳
大
夫
、
在
弘
朝
臣

陰
陽
頭
、
等
云
々
、
神
宮
并
八
幡
宮
怪
異
也
、

「
在
世
」
は
「
有
世
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
膳
大
夫
有
世
と
陰
陽
頭
在
弘
は

そ
れ
ぞ
れ
安
倍
氏
と
賀
茂
氏
の
嫡
流
家
の
最
有
力
者
で
あ
っ
た
し
、
陰
陽
師
の
上

臈
と
当
代
の
陰
陽
頭
で
あ
り
、
後
に
共
に
三
位
に
登
っ
て
い
る
。
前
掲
史
料
十
・

十
一
か
ら
有
世
と
在
弘
は
と
も
に
軒
廊
御
卜
に
参
陣
し
て
お
り
、
当
代
の
上
臈
・

陰
陽
頭
で
あ
っ
た
。
有
世
と
の
初
接
触
時
に
義
満
が
祈
祷
の
祭
主
に
し
よ
う
と
考

え
た
か
断
定
す
る
の
は
早
計
に
す
ぎ
る
が
、
有
世
死
後
の
祈
祷
祭
主
を
任
せ
る
と

な
っ
た
際
、
第
一
候
補
に
上
が
る
の
は
次
の
上
臈
の
陰
陽
師
（
賀
茂
嫡
流
）
た
る
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化
し
た
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
陰
陽
師
と
し
て
の
評
価
を
高
め
、
為
政
者
や
権
力

者
で
あ
る
貴
族
や
将
軍
へ
の
奉
仕
を
勝
ち
取
る
た
め
に
は
家
の
筆
頭
と
な
る
陰
陽

家
有
力
系
統
の
当
主
格
と
い
う
存
在
を
作
り
、
そ
の
当
主
格
の
元
で
家
の
陰
陽
師

を
構
成
す
る
形
が
必
然
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
陰
陽
師
を
招
集
す
る

側
の
者
の
間
で
は
、
土
御
門
家
や
勘
解
由
小
路
家
の
陰
陽
師
が
有
力
系
統
で
あ
る

と
い
う
意
識
が
現
れ
始
め
、
軒
廊
御
卜
に
参
陣
す
る
陰
陽
師
の
構
成
は
、
上
臈
の

陰
陽
師
を
中
心
と
す
る
配
下
の
陰
陽
頭
と
い
う
形
か
ら
土
御
門
家
・
勘
解
由
小
路

家
・
陰
陽
頭
と
い
う
構
成
へ
と
構
成
を
変
え
た
。

で
は
、
こ
の
構
成
が
、
朝
廷
内
で
の
陰
陽
師
と
し
て
の
奉
仕
に
関
し
て
適
用
出

来
る
の
か
。
数
例
上
げ
て
確
認
し
て
み
る
。

【
史
料
十
二
】『
師
郷
記
』
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
二
月
二
十
八
日
条）

（（
（

今
日
祈
年
穀
奉
幣
也
、
先
於
陣
有
定
、
上
卿
花
山
院
大
納
言
持
忠
卿
、
参
議

清
房
卿
、
左
大
弁
、
書
定
文
、
奉
行
頭
左
大
弁
忠
長
朝
臣
、
弁
右
中
弁
幸

房
、
両
局
周
枝
宿
禰
・
師
勝
朝
臣
両
人
不
及
向
本
官
・
六
位
外
記
親
種
・
史

盛
久
、
陰
陽
寮
頭
在
成
朝
臣
・
天
文
博
士
有
季
等
参
之
、
陣
儀
了
、（
略
）、

【
史
料
十
三
】『
師
郷
記
』
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
五
月
十
二
日
条）

（（
（

今
日
大
嘗
会
行
事
所
始
日
時
定
、
上
卿
勧
修
寺
中
納
言
経
成
卿
・
職
事
頭
右

大
弁
忠
長
朝
臣
・
左
中
弁
資
親
朝
臣
悠
紀
行
事
・
左
少
弁
明
豊
主
基
行
事
・

官
勢
周
枝
宿
禰
・
六
位
外
記
宗
種
・
右
大
史
盛
久
・
員
職
・
陰
陽
寮
有
富
朝

臣
・
在
豊
朝
臣
・
有
季
朝
臣
等
参
陣
、（
略
）、

【
史
料
十
四
】『
師
郷
記
』
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
九
月
十
四
日
条）

（（
（

今
日
御
禊　

行
幸
日
時
定
并
装
束
司
・
次
第
司
・
除
目
・
留
守
定
也
、
公
卿

化
が
起
こ
る
ま
で
の
期
間
は
義
満
期
で
の
陰
陽
道
の
隆
盛
の
前
段
階
で
あ
っ
た
と

も
言
え
る
。
推
論
に
過
ぎ
な
い
が
義
満
は
大
祈
祷
祭
の
祭
主
を
選
ぶ
際
、
こ
の
貞

治
や
永
和
の
頃
の
軒
廊
御
卜
に
参
陣
し
た
陰
陽
師
で
あ
り
、
上
臈
の
陰
陽
師
で
も

あ
っ
た
者
を
基
準
に
し
、
そ
の
結
果
が
有
世
や
有
世
亡
き
後
の
在
弘
と
言
っ
た
土

御
門
・
勘
解
由
小
路
の
嫡
流
系
統
の
陰
陽
師
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

本
来
は
陰
陽
頭
が
配
下
を
率
い
て
参
陣
す
る
と
い
う
形
が
上
臈
の
陰
陽
師
が
陰

陽
寮
を
率
い
て
参
陣
す
る
と
い
う
形
に
変
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
平
安
・

鎌
倉
期
に
も
見
ら
れ
た
状
態
で
は
あ
る
が）

（（
（

、
室
町
時
代
に
お
い
て
は
安
倍
氏
で
あ

る
か
、
賀
茂
氏
で
あ
る
か
が
大
き
く
関
係
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も

既
に
陰
陽
寮
が
暦
家
賀
茂
氏
・
天
文
家
安
倍
氏
に
よ
っ
て
寡
占
さ
れ
た
状
態
に
あ

り
、
そ
の
上
陰
陽
家
の
各
系
統
の
勢
力
の
優
劣
化
が
進
み
、
家
の
細
分
化
が
一
層

激
し
く
な
る
中
で
、
勢
力
を
争
う
、
あ
る
い
は
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
室
町
の

公
家
・
朝
廷
内
で
ま
た
は
、
足
利
将
軍
へ
の
奉
仕
な
ど
少
な
い
需
要
を
競
う
場
合

は
、
安
倍
氏
と
賀
茂
氏
で
の
牌
の
取
り
合
い
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
表
二
№
30
・

40･

4（
・
44
・
4（
に
お
い
て
頭
と
賀
茂
氏
・
安
倍
氏
の
有
力
系
統
の
者
、
す
な
わ

ち
「
土
御
門
家
」・「
勘
解
由
小
路
家
」
の
陰
陽
師
が
参
陣
し
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
30
の
在
盛
は
賀
茂
氏
の
、
有
季
は
安
倍
氏
の
嫡
流
の
嫡
子
で
あ
り
、
在
盛
・

有
季
と
も
に
頭
を
経
験
し
た
後
、
刑
部
卿
や
大
膳
大
夫
を
経
て
三
位
へ
と
昇
進
す

る
。
40
の
在
政
は
在
盛
の
弟
で
あ
り
、
や
は
り
嫡
流
の
者
、
そ
し
て
有
正
は
安
倍

有
季
の
息
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
嫡
流
の
者
で
あ
る
。
在
栄
は
在
盛
の
息
で
あ
り
、

賀
茂
嫡
流
（
勘
解
由
小
路
）
の
出
身
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
室
町
時
代
の
軒
廊
御
卜

に
お
け
る
陰
陽
師
の
参
陣
は
陰
陽
寮
の
寡
占
状
態
に
加
え
て
二
家
間
で
競
争
が
激
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卿
補
任
』
に
は
、「
西
洞
院
」
の
号
は
見
ら
れ
ず
、
有
清
の
父
、
泰
清
に
は
「
土

御
門
」
と
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
に
将
軍
に
よ
り
所

領
が
召
し
上
げ
ら
れ
、
土
御
門
家
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
（『
看
聞
日
記
』
永

享
六
年
二
月
十
六
日
条
）、
更
に
「
家
を
も
あ
け
さ
せ
ら
る
」
と
あ
り
、
邸
宅
の

転
居
が
あ
る）

（（
（

。「
勘
解
由
小
路
」
や
「
土
御
門
」
は
邸
宅
の
在
所
か
ら
取
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
貴
族
の
当
時
の
陰
陽
家
の
有
力
系
統
に
対
す
る
認
識
が

こ
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
邸
宅
の
転
居
以
前
、「
土
御
門
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た

可
能
性
が
高
い
。
も
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
土
御
門
家
の
者
と
し
て
扱
わ

れ
る
と
、
勘
解
由
小
路
家
・
土
御
門
家
・
陰
陽
頭
と
い
う
構
成
に
な
る
。

十
五
の
在
成
は
頭
で
あ
る
在
盛
の
叔
父
、
そ
し
て
有
季
は
安
倍
氏
の
嫡
流
で
あ

る
。
十
五
に
お
い
て
は
勘
解
由
小
路
家
・
土
御
門
家
・
陰
陽
頭
と
い
う
構
成
が
成

り
立
つ
。

内
裏
造
営
勘
申
や
行
幸
日
時
と
い
っ
た
天
皇
家
に
関
わ
る
も
の
、
ま
た
大
嘗
会

と
い
っ
た
公
的
な
宮
廷
行
事
な
ど
の
勘
申
に
際
し
て
も
陰
陽
師
の
構
成
は
勘
解
由

小
路
家
・
土
御
門
家
・
陰
陽
頭
と
い
う
構
成
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
で
は
、
陰
陽
道
祭
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

【
史
料
十
六
】『
師
郷
記
』
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
五
月
二
日
条）

（（
（

二
日
、
乙
巳
、
今
夜
四
角
四
堺
鬼
気
祭
也
、
内
裏
四
角
艮
在
貞
卿
、
巽
有
郷

卿
、
坤
在
康
卿
、
軋
有
季
朝
臣

上
首
在
ヽ
・
在
盛
朝
臣
等
也
、

然
而
依
臈
寮
頭
勲
此
角
云
々
、

相
坂
在　

朝
臣
・
大
江
在
盛

朝
臣
・
山
崎
有
正（

政
）朝

臣
・
龍
苑
有
信
、
如
此
云
々
、

こ
の
記
事
は
「
四
角
四
境
祭
」
の
記
事
で
あ
り
、
内
裏
四
角
は
上
首
の
陰
陽
師

が
担
当
し
た
。
こ
れ
に
参
陣
し
て
い
る
陰
陽
師
は
西
洞
院
安
倍
家
、
土
御
門
家
、

内
大
臣
清
通
公
・
京
極
中
納
言
實
光
卿
・
葉
室
中
納
言
宗
豊
卿
・
洞
院
中
納

言
實
熈
・
四
条
宰
相
隆
夏
卿
陣
執
筆
、
右
中
弁
幸
房
、
職
事
頭
左
大
弁
房
長

朝
臣
奉
行
、
両
局
周
枝
宿
禰
・
師
世
朝
臣
・
権
少
外
記
康
富
・
左
少
史
盛

時
、
陰
陽
寮
有
富
朝
臣
寮
頭
・
有
清
・
在
豊
等
参
之
、
陰
陽
寮
着
腋
陣
、

（
略
）、

【
史
料
十
五
】『
康
富
記
』
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
十
二
月
十
三
日
条）

（（
（

是
日
、
造
土
御
門
殿
事
也
、（
略
）、
上
卿
尹
大
納
言
定
親
卿
、
行
事
、
職
事

頭
左
中
辯
明
豊
朝
臣
、
官
方
権
右
中
辯
俊
秀
、
行
事
、
局
務
大
外
記
師
郷
朝

臣
、

服解

、
官
務
左
大
史
晨
照
宿
禰
、
行
事
、
六
位
外
記
三
臈
忠
種
、

日
時
定

分
配
、

六
位

史
盛
久
、
召
使
秀
國
、
陰
陽
寮
前
頭
賀
茂
在
成
朝
臣
、
頭
同
在
盛
朝
臣
、
天

文
博
士
安
倍
有
季
朝
臣
等
参
陣
也
、

十
三
～
十
五
の
史
料
は
日
時
勘
申
、
十
二
は
祈
年
穀
奉
幣
の
も
の
で
あ
る
。
選

ん
だ
基
準
と
し
て
は
朝
廷
の
行
事
的
な
も
の
を
基
準
と
し
て
選
ん
だ
。
大
嘗
会
・

内
裏
造
営
・
行
幸
日
時
勘
申
な
ど
は
、
陰
陽
師
の
関
わ
る
も
の
と
し
て
軒
廊
御
卜

と
並
ぶ
重
要
な
勘
申
で
あ
る
。
以
下
、
個
別
に
検
討
し
て
い
く
。

十
二
で
は
人
数
が
二
人
と
前
掲
の
三
例
と
比
べ
て
足
り
な
い
が
、
賀
茂
氏
嫡
流

家
の
在
成
が
頭
職
で
あ
る
た
め
、
勘
解
由
小
路
家
・
土
御
門
家
・
陰
陽
頭
の
構
成

と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
十
三
に
関
し
て
有
季
は
当
代
の
安
倍
当
主
格
、
在
豊
は
賀
茂
在
成
の
改
名

後
で
あ
り
、
有
富
が
陰
陽
頭
、
こ
こ
で
も
勘
解
由
小
路
家
・
土
御
門
家
・
陰
陽
頭

と
な
る
。

十
四
の
有
清
（
後
、
改
名
し
て
有
郷
）
は
、
後
に
西
洞
院
を
名
乗
る
が
、『
公
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し
た
。
そ
こ
に
は
困
窮
化
な
ど
に
よ
り
少
な
い
牌
を
争
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
、
将
軍
権
力
の
隆
盛
に
伴
い
陰
陽
道
も
隆
盛
し
た
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え

に
戦
乱
の
激
化
に
伴
い
、
衰
退
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
賀
茂
氏

の
嫡
流
で
の
当
主
格
や
安
倍
氏
の
嫡
流
で
の
当
主
格
（
有
世
の
系
統
）・
安
倍
氏

の
有
力
庶
流
（
有
茂
系
統
）
で
あ
り
、「
軒
廊
御
卜
」
に
参
陣
し
た
陰
陽
師
は
、

貴
族
側
か
ら
み
て
も
優
秀
な
陰
陽
師
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
土
御
門
（
安
倍
嫡
流
・
庶
流
系
統
）
と
賀
茂
（
嫡
流
系
統
）
の

者
を
日
々
の
陰
陽
道
祭
や
勘
申
、
怪
異
の
発
生
に
際
し
て
招
集
す
る
陰
陽
師
と
し

て
選
び
、
陰
陽
寮
の
長
官
で
あ
る
陰
陽
頭
と
合
わ
せ
て
、
三
名
に
よ
る
勘
申
が
最

高
位
と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
為
、
最
高
位
の
卜
占
で
あ
る
軒

廊
御
卜
に
お
い
て
も
招
集
さ
れ
る
陰
陽
師
は
賀
茂
氏
・
安
倍
氏
の
嫡
流
系
統
や
庶

流
系
統
と
い
っ
た
有
力
系
統
の
当
主
格
と
陰
陽
頭
で
あ
り
、
ま
た
嫡
流
系
統
で

あ
っ
て
も
「
家
君
」
で
は
な
い
次
世
代
の
当
主
、
す
な
わ
ち
当
主
格
と
い
う
一
世

代
下
の
嫡
流
家
の
陰
陽
師
が
参
陣
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
永
享
・
嘉

吉
期
に
は
将
軍
家
へ
の
奉
仕
を
行
う
の
は
当
主
で
あ
り
、
軒
廊
御
卜
に
参
陣
し
て

い
る
の
は
№
（（
を
除
き
有
季
や
在
盛
・
在
成
と
い
っ
た
嫡
流
家
の
嫡
男
、
次
男
と

い
う
次
期
当
主
格
が
参
陣
し
て
い
る
。
朝
廷
内
、
あ
る
い
は
公
家
で
の
陰
陽
師
の

招
集
に
際
し
て
、
土
御
門
（
安
倍
氏
本
宗
）・
勘
解
由
小
路
（
賀
茂
氏
本
宗
）・
陰

陽
寮
頭
（
陰
陽
寮
長
官
）
と
い
う
構
成
意
識
が
根
底
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

安
倍
家
、
勘
解
由
小
路
家
、
賀
茂
家
の
５
つ
の
陰
陽
家
の
陰
陽
師
で
あ
る
が
、

「
上
首
在
ヽ
・
在
盛
朝
臣
等
也
、」
と
あ
る
た
め
、
有
季
よ
り
上
首
の
陰
陽
師
＝

在
長
・
在
盛
（
師
卿
記
同
月
同
日
条
に
在
長
・
在
盛
と
あ
り
）
が
参
陣
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
史
料
十
二
の
よ
う
に
上
臈
の
陰
陽
師
が
参
陣
し
て
い
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
上
臈
の
陰
陽
師
と
勘
解
由
小
路
・
土
御
門
両
家
の
当
主
が
陰
陽
頭

を
務
め
て
い
る
人
物
で
あ
る
が
故
の
事
態
も
存
在
し
た
。【
史
料
十
六
】
に
「
上

首
在
長
・
在
盛
」
と
あ
る
よ
う
に
賀
茂
嫡
流
の
在
長
も
し
く
は
在
盛
が
当
時
の
上

臈
で
あ
っ
た
が
故
に
在
貞
は
嫡
流
当
主
と
し
て
の
立
場
、
在
長
・
在
盛
は
上
臈
の

立
場
か
ら
参
陣
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

永
享
～
宝
徳
ま
で
陰
陽
師
の
参
陣
に
お
い
て
の
構
成
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
表
一
・
表
二
に
お
い
て
一
時
期
、
安
倍
氏
の
参
陣
の
み
の
記
事
が
あ
る
。
そ

れ
に
は
将
軍
権
力
と
の
繋
が
り
を
重
視
し
た
賀
茂
氏
が
将
軍
に
よ
り
突
飛
を
受
け

た
こ
と
で
代
替
わ
り
し
た
り
す
る
な
ど
い
わ
ば
謹
慎
状
態
を
取
っ
た
こ
と
も
深
く

関
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う）

（（
（

。
こ
の
点
に
は
ま
だ
ま
だ
詳
し
く
究
明
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
陰
陽
師
の
参
陣
構
成
に
新
た
な
規
則
性
が
で
き

て
い
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
木
村
氏
は
鎌
倉
時
代
の
軒
廊
御
卜
に
参
陣
す
る
陰

陽
師
は
上
臈
・
ニ
臈
・
陰
陽
頭
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
室
町
時
代
に
お

い
て
は
、
陰
陽
家
の
家
格
上
昇
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
将
軍
権
力
と
の
癒
着
や
、
陰

陽
家
の
勢
力
争
い
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
最
上
位
の
上
臈
陰
陽
師
を
頂
点
と
す
る

陰
陽
師
全
体
を
配
下
と
す
る
体
制
か
ら
家
ご
と
の
、
ま
た
家
内
に
お
い
て
の
嫡

流
・
庶
流
で
の
争
い
の
激
化
な
ど
に
よ
り
、
安
倍
氏
・
賀
茂
氏
と
い
う
陰
陽
二
家

の
そ
れ
ぞ
れ
の
嫡
流
家
と
陰
陽
寮
の
長
た
る
陰
陽
頭
が
中
心
と
な
る
体
制
に
移
行
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後
の
課
題
と
し
て
お
く
。
そ
し
て
、
前
述
の
軒
廊
御
卜
と
い
う
国
家
安
危
を
占
う

最
重
要
の
卜
占
に
際
し
、
最
高
位
の
陰
陽
師
を
招
集
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
用
意

に
想
像
で
き
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
当
時
の
人
々
の
誰
が
最
高
位
の
陰
陽
師
で
あ
る

の
か
と
い
う
評
価
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
安
倍

氏
・
賀
茂
氏
の
嫡
流
や
そ
の
次
の
世
代
の
嫡
流
子
息
と
陰
陽
寮
の
長
官
た
る
陰
陽

師
で
構
成
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
軒
廊
御
卜
の
み
を
以
っ
て
当
時
の
陰
陽
師
の
招
集
基
準
を
定

義
付
け
す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
今
回
、
取
り
扱
わ
な
か
っ

た
朝
廷
の
祭
祀
儀
礼
に
際
し
て
の
陰
陽
師
の
構
成
や
貴
族
へ
の
私
的
奉
仕
に
お
け

る
陰
陽
師
の
招
集
に
関
し
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し

て
お
き
た
い
。

注

（
１
）
柳
原
敏
昭
「
室
町
政
権
と
陰
陽
道
」
柳
原
論
文
一
『
陰
陽
道
叢
書
第
二
巻
中
世
』（
名

著
出
版
、
一
九
九
一
）、「
応
永
・
永
享
期
に
お
け
る
陰
陽
道
の
展
開
―
『
看
聞
日
記
』

を
中
心
と
し
て
―
」
柳
原
論
文
二
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
大
学
紀
要
『
人
文
学
科

論
集
』
三
五
、一
九
九
二
年
）、「
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
陰
陽
頭
―
建
武
新
政
期
か
ら

嘉
吉
の
乱
直
後
ま
で
―
」
柳
原
論
文
三
（『
鹿
大
史
学
』
四
〇
、一
九
九
三
）、「
義
持

政
権
期
の
陰
陽
道
」
柳
原
論
文
四
（『
鹿
児
島
中
世
史
研
究
会
報
』
五
〇
、一
九
九
五
）

（
２
）
木
村
純
子
氏
の
一
連
の
論
考
は
、
木
村
純
子
著
『
室
町
時
代
の
陰
陽
道
と
寺
院
社
会
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
に
よ
る

（
３
）
小
坂
眞
二
『
安
倍
晴
明
撰
『
占
事
略
決
』
と
陰
陽
道
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
）

お
わ
り
に

南
北
朝
・
室
町
期
と
軒
廊
御
卜
は
、
前
代
と
変
わ
ら
ず
重
要
視
さ
れ
た
。
貴
族

か
ら
は
国
家
安
危
の
吉
凶
を
知
る
た
め
に
、
諸
社
寺
の
神
官
・
僧
か
ら
は
造
替
な

ど
の
要
請
の
手
段
と
し
て
、
そ
し
て
陰
陽
師
は
自
身
が
上
臈
あ
る
い
は
陰
陽
頭
と

し
て
参
陣
す
る
が
故
に
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
ま
た
様
々
な
理
由
に
よ
り
延
引

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
延
引
は
さ
れ
て
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
件
は
少

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
故
実
書
に
な
い
手
順
の
追
加
や
、「
問

答
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
共
に
、
当
時
の
人
々
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

室
町
時
代
の
陰
陽
家
は
、
安
倍
有
世
の
系
統
と
有
茂
の
系
統
と
い
う
安
倍
氏
二
系

統
と
賀
茂
在
弘
の
系
統
の
３
つ
の
系
統
に
集
約
さ
れ
て
い
き
、
最
盛
期
を
迎
え

る
。
当
時
の
為
政
者
な
ど
陰
陽
師
を
招
集
あ
る
い
は
利
用
す
る
側
の
者
は
、
陰
陽

家
の
有
力
系
統
を
用
い
る
こ
と
が
一
種
の
ス
テ
ー
タ
ス
化
し
、
有
力
系
統
の
陰
陽

師
に
よ
る
陰
陽
道
祭
・
日
時
勘
申
な
ど
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
微
用
の

際
に
意
識
さ
れ
る
の
は
、
数
あ
る
陰
陽
師
の
誰
を
用
い
る
か
で
あ
り
、
隆
盛
を
誇

る
安
倍
氏
・
賀
茂
氏
の
安
賀
両
家
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
嫡
流
・
傍
流
の
違
い
は
あ

ろ
う
が
用
い
る
側
に
と
っ
て
は
安
倍
嫡
流
・
傍
流
と
い
う
認
識
よ
り
も
土
御
門
で

あ
る
の
か
勘
解
由
小
路
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
の
方
が
意
識
さ
れ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
有
清
の
西
洞
院
へ
の
転
居
・
変
号
は
、
陰
陽
師
邸
の
神
殿
意
識
か
ら

来
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
転
居
前
、
有
清
は
土
御
門
の
陰
陽
師
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
泰
清
に
は
「
西
洞
院
」
の
号

が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
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（
（（
）
同
じ
く
神
輿
に
関
す
る
御
卜
は
時
代
が
大
分
後
に
な
る
が
後
掲
注
１
８
な
ど
が
あ
る
。

（
（8
）
前
掲
注
６
山
田
論
文

（
（9
）『
康
富
記
』（
増
補
史
料
大
成
）
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
五
月
十
五
日
条

（
（0
）『
師
郷
記
』（
史
料
纂
集
）
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
七
月
六
日
条

六
日
、（
中
略
）、
去
月
廿
六
日
春
日
社
御
正
躰
令
落
給
、
社
家
注
進
之
、（
中
略
）、

近
例
応
永
廿
三
年
有
之
、
件
度
不
及
被
御
卜
、
此
度
不
可
及
御
卜　

云
々
、
但
去
二

日
被
仰
陰
陽
頭
有
季
朝
臣
、
内
々
被
召
御
占
形
了
、

怪
異
の
報
告
が
な
さ
れ
た
が
、
軒
廊
御
卜
に
至
ら
な
か
っ
た
例
で
あ
る
。
こ
の
史
料

で
は
陰
陽
頭
で
あ
る
有
季
が
内
々
に
占
文
を
出
し
て
お
り
、
室
町
時
代
に
お
い
て
軒

廊
御
卜
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
際
に
は
、
陰
陽
頭
が
内
々
に
占
文
を
出
し
た
。
本
来
、

神
祇
官
を
補
佐
す
る
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
と
い
え
る
陰
陽
寮
に
占
形
提
出
が
命
じ

ら
れ
、
優
先
さ
れ
る
は
ず
の
神
祇
官
に
命
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は

陰
陽
寮
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
も
読
み
取
れ
る
。
同
様
な
例
に
応
永
二
十
三
年
十
二

月
二
十
八
日
に
先
例
が
あ
り
、
そ
の
時
は
上
皇
が
軒
廊
御
卜
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

と
し
て
陰
陽
寮
頭
に
内
々
に
勘
文
を
出
さ
せ
た
。『
薩
戒
記
』　

応
永
三
十
三
年
二
月

二
十
八
日
条
（
大
日
本
古
記
録
）
に
も
同
様
の
例
が
見
ら
れ
る
。

（
（（
）
前
掲
注
６
西
岡
論
文

（
（（
）
表
一N

0,（3

で
は
足
利
義
満
の
注
進
に
よ
り
軒
廊
御
卜
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。（『
大

日
本
史
料
』
第
七
編
之
二
）
ま
た
、
同
史
料
内
に
は
義
満
に
重
用
さ
れ
た
陰
陽
師
、

安
倍
有
世
が
参
陣
し
て
い
る
。
軒
廊
御
卜
に
お
け
る
陰
陽
師
の
参
陣
に
関
し
て
は
第

二
章
参
照
の
事
。

（
（3
）
前
掲
注
１
、
赤
澤
春
彦
氏
に
よ
る
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
・
室
町
期
へ
の
連
続
性
の

指
摘
、
あ
る
い
は
赤
澤
氏
の
一
連
の
論
考
の
中
に
室
町
時
代
へ
の
言
及
も
見
ら
れ
る
。

鎌
倉
幕
府
の
「
御
簡
衆
」
が
室
町
幕
府
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
等
。
赤
澤
氏
の
一
連
の

論
考
は
、赤
澤
春
彦
著『
鎌
倉
期
官
人
陰
陽
師
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
一
年
）

に
よ
る
。

（
４
） 

森
茂
暁
「
大
内
氏
と
陰
陽
道
―
大
内
政
弘
と
賀
茂
在
宗
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」『
日

本
歴
史
』
五
八
三
、一
九
九
六
年
十
二
月

（
５
）
末
柄
豊
「
応
仁
・
文
明
の
乱
以
後
の
室
町
幕
府
と
陰
陽
道
」
一
九
九
六
年　

東
京
大

学
史
料
編
纂
所
紀
要

（
６
）「
軒
廊
御
卜
」
に
関
し
て
の
研
究
は
山
下
克
明
「
賀
茂
・
安
倍
氏
の
成
立
と
展
開
」（『
平

安
時
代
の
宗
教
文
化
と
陰
陽
道
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
六
年
）

西
岡
芳
文
「
六
壬
式
占
と
軒
廊
御
卜
」（
今
谷
明　

編
『
王
権
と
神
祇
』
思
文
閣
、

二
〇
〇
二
年
）

山
田
雄
司
氏
「
室
町
時
代
伊
勢
神
宮
の
怪
異
」（
神
道
史
研
究
、
五
四
、二
〇
〇
六
年

四
月
）

曽
我
良
成
「
外
記
局
の
停
滞
―
軒
廊
御
卜
の
二
種
類
の
召
集
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
名

古
屋
学
院
大
学
論
集
、
言
語
・
文
化
篇　

一
六
（
二
）、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
７
）「
六
壬
占
」
な
ど
の
占
法
・
陰
陽
道
典
籍
に
関
し
て
は
小
坂
眞
二
氏
の
一
連
の
論

考
が
あ
る
。
小
坂
眞
二
『
安
倍
晴
明
撰
『
占
事
略
決
』
と
陰
陽
道
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
四
）
に
詳
し
い
。

（
８
）
一
覧
表
作
成
に
あ
た
っ
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

http://w
w

w
ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

を
利
用
し
た
。

（
９
）『
禁
祕
抄
』（
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
篇
）
一
、
陰
陽
道　

条

（
（0
）
前
掲
注
８　

御
卜　

条

（
（（
）『
北
山
抄
』（
神
道
大
系
）
巻
六　

備
忘
略
記　

軒
廊
御
卜
事

（
（（
）『
江
家
次
第
』（
神
道
大
系
）
巻
一
八　

軒
廊
御
卜

（
（3
）『
中
院
一
品
記
』（『
大
日
本
史
料
』
第
六
篇
之
五
）
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
十
二

月
十
日
条

（
（4
）『
康
富
記
』（
増
補
史
料
大
成
）
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
六
月
六
日
条

（
（（
）『
康
富
記
』（
増
補
史
料
大
成
）
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
五
月
二
十
二
日
条

（
（（
）『
康
富
記
』（
増
補
史
料
大
成
）
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
十
二
月
二
十
四
日
条
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（
3（
）『
師
郷
記
』（
史
料
纂
集
）
永
享
二
年
五
月
十
二
日
条

（
33
）『
師
郷
記
』（
史
料
纂
集
）
永
享
二
年
九
月
十
四
日
条

（
34
）『
康
富
記
』（
増
補
史
料
大
成
）
嘉
吉
三
年
十
二
月
十
三
日
条

（
3（
）
前
掲
注
２

（
3（
）『
師
郷
記
』（
史
料
纂
集
）
宝
徳
二
年 （
一
四
五
〇
）
五
月
二
日
条

（
3（
）
前
掲
注
１
柳
原
論
文
二

○
本
稿
は
修
士
論
文
の
一
部
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
（4
）『
師
守
記
』（
史
料
纂
集
）
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
二
月
五
日
条

（
（（
）
柳
原
敏
昭
「
安
倍
有
世
論
」（
羽
下
徳
彦
編
『
中
世
の
政
治
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
四
）

（
（（
）『
吉
田
家
日
次
記
』（
東
大
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
本
）
永
徳
三
年
（
一
三
八
三
）
六
月

十
二
日
条

（
（（
）陰
陽
師
の
上
首
、陰
陽
頭
に
関
し
て
の
論
考
に
は
木
村
純
子「
陰
陽
寮
に
お
け
る
賀
茂
・

安
倍
両
氏
掌
握
の
一
過
程
」（
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
、
第
八
号
、

（00（

）、
中
村
晃
子
「
陰
陽
頭
と
「
陰
陽
師
第
一
者
」
―
十
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
初

頭
に
お
け
る
陰
陽
頭
の
位
置
―
」（
文
化
学
年
報
五
四
号　

二
〇
〇
五
年
三
月
）
な

ど
が
あ
る
。

木
村
氏
は
そ
の
論
考
の
中
で
、
貴
族
へ
の
私
的
奉
仕
に
対
し
て
応
の
代
償
を
得
る
こ

と
で
利
害
関
係
を
一
致
さ
せ
、
官
職
・
官
位
を
中
心
と
す
る
社
会
的
地
位
の
向
上
の

た
め
の
貴
族
の
支
援
こ
そ
が
代
償
で
あ
る
と
述
べ
、「
上
臈
＝
陰
陽
道
第
一
者
」
で

あ
り
、「
軒
廊
御
卜
」
は
上
臈
・
二
臈
・
陰
陽
頭
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
位
置
づ
け

て
い
る
。

（
（8
）『
後
愚
昧
記
』（
大
日
本
古
記
録
）
永
和
三
年
十
二
月
六
日
条

（
（9
）『
師
守
記
』（
史
料
纂
集
）
康
永
元
年
七
月
十
四
日
条

「（
裏
書
）今

日
於
仙
洞
御
卜
、
是
八
幡
宮
神
輿
令
申
流
失
之
□（

由
）有

其
聞
、
造
替
有
無
事
、
不

可
有
造
替
由
御
卜
也
云
々
、
令
流
失
給
事
不
審
欤
、
為
之
如
何
、」（
中
略
）、

「（
裏
書
）十

四
日
、

今
日
仙
洞
御
卜
参
仕
輩

前
大
膳
権
大
夫
安
倍
國
弘
朝
臣　

左
京
権
大
夫
賀
茂
在
實
朝
臣　

前
陰
陽
頭
賀
茂
清

平　

陰
陽
頭
安
倍
有
俊　

助
安
倍
良
宣
朝
臣　

権
天
文
博
士
安
倍
泰
尚　

権
陰
陽
博

士
賀
茂
在
諸
等
参
仕

云　
　

々

、（
後
略
）、」

（
30
）
前
掲
注
６
山
下
著
書
、
前
掲
注
２
３
赤
澤
著
書

（
3（
）『
師
郷
記
』（
史
料
纂
集
）
永
享
七
年
二
月
二
十
八
日


